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序

昭和57年度大宰府史跡の発掘調査は、政庁地区南側の隣接地が選ばれた。そして、月

山丘陵南側の第80次調査においては、掘立柱建物 9棟分を確認し、同じく第81次調査で

は、政庁正殿と規模を等しくすると見られる掘立柱建物、および暗渠一条を検出した。

政庁南門の南側の第82次調査では、遺構を検出するまでに至らなかった。

大宰府の条坊については、いわゆる朱雀大路を中軸として、東西と南北の大路か均正

に通じていたと想定されてきたが、しかし現在までのところ、条坊の遺構は確認されな

いのみならず、政庁地区外から官術の遺構か発見されている。政庁域や条坊についても

再検討を要することとなった。

本年は第三次五ヶ年計画の初年度にあたる。大宰府史跡の発掘調査が開始せられて15

年を数える。御指導を賜わってきた発掘調査指導委員会の委貝各位に深甚の謝意を表す

る次第である。

昭和58年 2月26日

九州歴史資料館長 田 木！ 圏 澄



例 言

1 . 本概報は昭和57年度に実施した大宰府史跡の発掘調査概要の報告である。ただし第

78次調査は昭和56年度の事業であるが、未報告であるので併せて報告する。また第

82次調査については顕著な遺構は検出されなかったので報告は割愛した。

2. 検出遺構については大宰府史跡発掘調査指導委員の他に九少M芸術工科大学沢村仁教

授の指導を得た。

3. 遺構、遺物の写真は学芸第一課石丸洋の撮影による。

4. 本概報の執筆、編集は調査課の石松好雄・倉住靖彦・高倉洋彰・横田賢次郎・森田

勉・高橋章が行った。また遺物の整理については田崎道子・大田千賀子の協力を得

が'-0 
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I 調査計画

大宰府史跡の発掘調査については昭和47年度に九小M歴史資料館が設立されたことにより、当

館の主要な業務として調査課か、これを担当している。実際の発掘調査にあたっては 5年毎に

計画を立案し、これにもとずいて進めているか、昭和56年度をもって第 2次五ヶ年計画を終了

した。この第 2次五ヶ年計画では観世音寺及び同子院跡と条坊制の遺構解明を調査の主眼とし

て17ヶ所、約20,300面について調査を行うよう計画した。その調査結果については昭和56年度

の発掘調査概報において、その概略を報告したか、ここで改めてその概要を振り返ってみよう。

まず観世音寺については東面築地と僧房推定地について調査を行った。しかしながらこの両

地域はいずれも中世における攪乱が激しく、創建時における各遺構については、ほとんど明ら

かにすることができず成果を上げることはできなかった。これに対して観世音寺子院跡につい

ては推定金光寺跡の調査において礎石建物などの遺構を非常に良好な状態で検出できたととも

に遺物の面においても墨書木札や陶磁器類など内容豊富なものか検出され大きな成果を上げる

ことができた。さらに今回報告する第78次調査においては、子院のひとつである西福寺跡と推

定される庭園をともなった中世の遺構が検出されたことは予想外の成果であり、今後の子院跡

の調査について明るい見通しを得ることかできた。

またこの計画のもう一方の主眼とした条坊遺構の解明については、調査対象地が観世音寺地

区土地区画整理事業にともなう地域であり、したかって史跡指定地外であるため調査の進行が

危ぶまれたか、幸い地権者および太宰府市当局の協力を得ることかでき、ほぼ計画どおり調査

を実施することができた。その調査結果については各年度毎の発掘調査概報において報告した

とおりであるか、なかでも政庁前面域における掘立柱建物の存在などは、これまでの大宰府復原

案とはかなり異った状況を示しており、改めて再検討を行う必要性のあることを示しており、

今後の大きな課題として残されることとなった。以上が第 2次五ヶ年計画における主な調査結

果であるが、結局この計画では当初計画面積の82%にあたる 16,700面について調査を終了した。

この第 2次五ヶ年計画の成果をもとに第 3次五ヶ年計画を立案したが、この計画では、現在

進行中の土地区画整理事業が、いよいよ政庁前面域の主要地域に及んでくるため、この計画の前

半は主にこの地域の大半を占める字日吉、不丁の地域について集中的に発掘調査を行うことと

し、当面昭和57年度については次の個所について調査を行うこととした。

まず第80、81次調査地は政庁の東側にある月山丘陵の南側で昭和56年度に行った第75次調査

地の南に接した所である。第75次調査地では掘立柱建物4棟と柵を 1条検出しているが、掘立

柱建物はいずれも梁行 3間で柱掘形から検出された瓦から八世紀前半代に比定できるものであ

る。これらの遺構はさらに南へ広がっていることが明らかになっており、したがって今回の調
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調査次数 調査地区 調査面積(mり 調査期間 備 考

80 6AYI-C 2,135 4月~8月 左郭五条ー・ニ坊

81 6 AYI-C 620 9月-10月 左郭五条二坊

82 6AYM-A 2,000 11月-3月 右郭五条ー坊

査では、その範囲を確認するとともに遺構の具体的な状況についての知見を得ることを目的と

した。

次に第82次調査地は政庁南門の南約140m付近の政庁中軸線の延長線に接した所で右郭五条一

坊推定地である。この政庁中軸線の延長線上付近については、これまでに第58次および第73次

調査として二度の調査を実施しているが、いずれの調査においても遺構は検出されておらず、

一種の広場的な地域ではなかったかと推定されるにいたっている。したがって今回の調査では、

この広場と推定される遺構の存在しない地域かどのくらいの範囲にまで及んでいるのかを確認

することとした。

以上の昭和57年度の発掘調査計画については昭和57年 5月12、13日に開催した大宰府史跡発

掘調査指導委員会議において了承されたため計画どおり調査を実施することとした。
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II 調査経過

1 概要

昭和57年度の調査は当初の計画どおり 4月12日から第80次調査に着手したが、排土置場が確

保できなかったため二度に分けて調査せざるを得なかった。調査地域はかなりの削明を受けて

いたため遺構面が比較的浅く、予定よりも若干早く調査を終了することかできた。この第80次

調壺終了後、引き続いて第81次調査として予定していた北側隣接地についての調査を行う計画で

あったが地権者の強い要望もあって、この地域については区画整理完了後に調査を行うことと

し、次の第82次調査を繰り上げて、これを第81次調査として着手した。この第81次調査の進行

中に当初計画にはいれていなかった第80次調査地の南側隣接地について地権者の了解が得られた

ため、これを第80-3次調査として着手することとし、第81次調査を一時中断することとした。

この第80-3次調査は遺構面が浅かったことや対象面積か狭かったこともあって 2週間ほどで

調査を終了することができた。結局三回に分けて行った第80次調査では掘立柱建物 9棟分を確

認することができた。さらに第81次調査継続中に第82次調査として政庁南門の前面の一部につ

いて調査を行った。政庁南門の西南方約80mほどの所には!OmX30mほどの基壇状の高まりが

あり建物の基壇とも考えられたためトレンチを設定して調査を行った。しかしなから遺構は何

ら検出されず 3日間で調査を終了した。以上のような状況であったため第81次調壺を終了した

のは12月にはいってからであった。この第81次調査で検出した主な遺構は 4間XlO間の南北棟

掘立柱建物 1棟と整地にともなう暗渠 1条のみであった。ところで、この調査において検出し

た掘立柱建物は政庁正殿に匹敵する規模のものであり、また中軸線上にきわめて近接している

とともに周囲からは他に建物遺構か検出されておらず、きわめて特殊なものであることか考え

られる。現在この建物についての具体的な見解を持ちあわせていないが今後に残された課題の

ひとつである。

以上述べたように昭和57年度の調査は遺構面が浅かったことや調査終了後の埋め戻しに機械

調査次数 調査地区 調査面積 調査期 問 備 考

80-1 6 AYI-C 606 820412 ~ 820607 左郭五条ー坊

80-2 ＂ 906 820612-820823 ＂ 
80-3 ＂ 325 820927 ~ 821013 左郭五条二坊

81 6AYM-A 1,656 820823-821209 右郭五条ー坊

82 ＂ 93 821116~ 821118 左郭五条ー坊

83 6AYM-B 1,053 821130-830228 右郭五条ー・ニ坊
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力を導入したこともあって12月初旬には当初計画した調査をすべて終了することかできた。こ

のため12月以降については土地区画整理事業との関係を考慮し、昭和58年度調査予定地を一部

繰り上げて調査を行うこととした。

昭和57年度の発掘調査地を地区別に記すと前表のとおりである。

2 第78次調査

第78次調査として、観世音寺の北面築地推定地の調査を実施した。観世音寺の主要伽藍を囲

続する築地については、南大門の残存礎石や『観世音寺資財帳』記載記事から、これまで考究

され、ある程度復原がなされている。

築地跡の調査として、これまで4個所（第21・45・66・68次）の調査を実施しているが、未

だ直接的な手懸りを得るには至っていない。

今回の調査地は昭和47年度の第21次調査地の東側で、約1,000面を対象として発掘調査を行

った。地番は太宰府市大字観世音寺字安養寺813-2である。

調査は昭和57年11月25日に開始し、表土・床土を除去後、江戸時代末～明治期にかけての土

墳や溝などを検出した。先の第70次調査で江戸末～明治初頭頃にかけての建物跡が検出されて

いるが、それとの関連もあり、この時点で写真撮影を行い、その後さらに下層遺構の究明を行

った。その結果、中世の建物跡や溝・池などを比較的良好な状態で検出することができた。今

回の調査目的である築地跡や古代の遺構面に達するためには、これら中世の整地層を除去しな

ければならないが、断面観察の結果、この整地層の下層は、西側から束側に向って地山が下が

っており、その上には腐植土層が堆積し、東側地域ではかなり厚い堆積層であることか判明し

た。調査地域は東・西に四王寺山から派生した小丘陵か延びてきており、谷地形を呈する所に

位置している。第70次調査の結果では調査地域の西側が谷の氾濫によって奈良時代の遺構は完

全に失なわれていることが確認されている。これらのことから、築地等の遺構は、この谷の氾

濫で壊され、失なわれたと判断し、下層については一部を掘り下げるに止めた。昭和58年 4月

初旬に実測・写真等の全ての作業を終了し、埋め戻し作業を行った。

検出遺構

土層の関係（第 3図）

調査地の西北隅部分は表土・床土を除去するとすぐに地山の花商岩バイラン土層になり、-

れは南・東方に向って、なだらかな傾斜で下がっている。層の形成も必然的にこの地形に合い、

南・東地域は層の堆積が厚くなる。床土除去後、暗灰色土層が表われる。この層には、発掘区

のほぼ中央部に位置する南北方向の溝SD2100や、その西側に位置する SK 2108・2109それに
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SD 2145 

第 3図層位模式図

南北・東西方向の浅い溝がある。これらは江戸末～明治期のものと考えられる。暗灰色土層を

除去すると、 SD2100を境として層位の状況が東側地域と西側地域では異なっている。西側では

茶色土層か表われ、東側では暗茶色土層となる。これには、 SA 2105・2106・S E 2110、それ

に多数のピット群がある。西側地域では、茶色土層を除去すると、黄色の整地層が表われる。

これには一面に炭層かあり、南側では炭層と黄色土が入り混った状態となっていた。これには

S B 2155の柱穴が切り込んでいる。炭混りの黄色整地層を除去すると黒灰色土層があり、その

下層に土器を多〈含んだ黒灰色土下層がある。これを除去すると SB 2150・S D 2145が検出さ

れる。但し、黄色整地層以下黒灰色土下層は SB 2140およびSD 2141・2142にはみられない。

東側では、暗灰色土を除去すると暗茶色土が表われ、 SG 2130・S D 2115および多数のピット

群がこれに切り込まれている。これを除去すると SG 2130の掘形と SD2128、それに SG 2130の

南側では多数のピット群が検出される。 SG 2130は一度修復されたらしく、当初の掘形より内

側に礫敷や石組がある。池の部分は暗灰色砂質土層が入り、周辺は暗茶色土層で整地される。

S D2115の護岸の石組も暗茶色土層の整地と同時期と考えられ、当初からのものではなく後補

の可能性が強い。

また、池および溝SD2115の底部では下層腐植土層があり、これはかなりの厚さで堆積して

おり、これは周囲の地形からみて、谷の氾濫によるものと考えられた。この下層腐植土層から

出土した遺物は14世紀前半代に考えられるものである。SG2130・S D2115はこの上に整地した

後に造られている。また、西側地域にある SB2140・2i50の下層でも腐植土層がみられ、建物は

この上に整地し建てられている。この腐植土層と池の底部で検出した下層腐植土層が同一のも

のであるのかは不明であるが、整地の状況からみて同じである可能性は大きい。

最上層の遺構

溝

S D2100 発掘区のほぼ中央部に位謹する南北方向の素掘り溝である。幅1.5m、深さ0.-5m、

長さについては約18m分を検出した。これは発掘区外の南・北に延びている。 SB2140を切り、

溝中からは近世陶器が出土した。
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土墳

5 K 2108 S D 2100の西側にあり、約半分を検出したが、全形は不明である。 SB2140を切

り、床土直下より掘り込まれる。長径2.60m、深さ0.50mである。

5 K 2109 全体の約半分を検出した。円形のもので径3.2m、深さ0.5m、底には腿製の円座

が残存していた。これは腐朽か著し〈、やっと形状を知れる程である。

上層の遺構

柵

5 A 2105 発掘区の西南地域で検出した南北方向の柵である。 3間分を検出したが、柱間寸

法は2.50m等間である。全て柱根が

残存している。一辺が20cmの角柱で、

残存良好なものは90cm分が残っている。

SA 2106 SA 2105にほぼ直交し、

東西方向に延びる。 3間分を検出し

たが、柱間寸法は2.20m等間である。

残存する柱根は円形のもので、 SA

2105のそれに比べ細い。

井戸

SE2110 SD2145より後出する

井戸である。井戸枠は上部構造を石

組、下部構造を桶側としている。石

組は平面形が円形で径80cm、深さ60

cmが残存している。桶側は 7個を積

み重ねているが、上端径85cm、下端

径90cmである。井戸枠の全体の深さ

は約3.50mで、掘形については一部

検出したものの、全体のプランにつ

いては明確にし得ていない。

SE 2160 発掘区の西北隅部で検

出した。井戸枠は残存していなかっ

たか、掘形は円形で上面径1.60m、

底面径1.20m、深さ 1.2Q、mである。

下層の遺構

礎石建物
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第 4図 SE2110実測図
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S B 2140 S G 2130の西側で検出した礎石建物である。東西 6間、南北 2間分を検出したが、

大部分は発掘区外の北側へ延びているため、全体の規模については定かでない。この建物の特

徴として、束側 1間分が南へ 2間分張り出していることである。身舎部礎石は 3個残存するか、

他は全て抜き取られ、根石や掘形を残すのみである。柱間寸法は束西・南北柱間とも 1.93m等

間のものである。部分的ではあるが、礎石間に柱筋は合せて小さな石が配されている。これは

床束柱礎石と考えられる。また東側と西側には縁束礎石と思われる小礎石がある。縁の出は東

側では1.08m、西側では0.70mである。南側に縁が取り付いていたのかは礎石 1個が残存する

だけで、断定するには至らなかった。周囲に雨落溝SD 2141・2142・2129がめぐるが、張り出

し部の南側には溝はない。

S B 2150 S B 2140の西南に位置する 3間X3間の礎石建物である。礎石は 9個が原位置で

残存しているが、 SB2140の礎石と比べて一回り小さい。建物の方位は SB 2140と同じで、 S

B2150の北側柱列はSB2140の南側柱列に柱筋を合せて建てられている。柱間寸法は南北・東

西柱間とも 1.93mで、 SB2140と同一である。

S82135 SB2140の南側に位置する 2間X3間の総柱礎石建物である。礎石および根石が

完存していないため若干疑問もあるが、東西 2間（柱間寸法は1.90m等間）、南北 3間（柱間寸

法1.80m等間）の総柱の建物と考えた。建物の方位は SB2140・2150と同じで、 SB2140の東

側柱列に筋を合せている。

掘立柱建物

S B 2155 S B 2150廃絶後にほぼ同位置に建てられた 2間X3間の建物で、東・西に柱間寸

法I.Omの廂がつく。これは、 SB 2150を1間分 (1.93m)南へずらし、東西については、両側

の柱筋をほぼ合せている。構造的には SB2150と若干異なり、柱間寸法にも違いがみられる。

東西の柱間寸法は1.93m、南北の柱間寸法は2.14mである。柱穴の掘形は0.60m前後、深さ0.35

m前後で、底部には石を謹き礎板としている。東側柱列の北から 1番目と 2番目の柱穴間に柱

筋に合せて木材が残存しているが、性格については不明である。

柵

SA2125 SB2140の東側に位置する南北方向の柵である。 1間分を検出した。柱間寸法は

1.90mである。これは北側へさらにのぴる。

S A 2143 S B 2140の南側にある東西方向の柵である。 3間のもので、柱間寸法は1.93mで、

SB 2140の東西の柱筋に合っている。

溝

S 02115 発掘区東端で検出した南北方向の溝である。溝の束肩は発掘区外（現在この位置

に水路がある）となり、溝幅は不明である。これは発掘区外の南・北に延ぴている。西肩の北

端には護岸のための石組が残存している。しかしながら、大部分は氾濫によるためか、石組は
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残っていない。溝中には、ところどころ石が落ち込んでいるので、本来は石組の護岸を施してい

たものと考えられる。但し、この石組は当初からあるのではなく、やや遅れた時期に積まれた

ものと考えられる。

5D2128 SG2130の南側にある束西方向の溝である。幅1.30m、深さ0.15mで、発掘区の

南側へさらに延びている。底は南へ向ってやや下がっているので、 SG 2130の排水の役割があ

ったとも考えられる。

5D2129 SB2140の東側の雨落溝である。溝幅は一定しておらず、溝中には石が景観を意

識したかのように配されている。この配石は SG 2130の縁辺部の護岩石と連続する。池への導

水溝と雨落溝を兼ねたものとも推察される。

5D2141 SB2140の西側の雨落溝である。幅I.Omで、礎石心から溝心まで1.2mである。

SD 2142とSD2145と連続し、一連の排水溝となっている。

S D2142 S B2~40の南側の雨落溝で、幅0.8m で S D 2141・2145と一連の溝である。東側で

は直角に南へ曲がり、 SB2140の張り出し部の雨落溝となる。

S D2145 S B2150の東側に位置する南北方向の溝で、 SD 2141・2142はこの溝に連続する。

溝幅は一定でなく、北側か広くなっている。これは、 SD2141・2142の合流点となっているた

めであろう。幅I.Om~1.Sm、深さO.lm~0.2mで、南へいくに従って深くなっている。この

溝はさらに発掘区外の南へ延びている。溝の南端近くの西岸には厚さ 1.0cmの板を杭でとめ護岸

としたものが残存している。

園池

S G 2130 発掘区の東側にあり、その大部分を占地している。平面形はほぼ円形を呈するが、

南北にやや長い形状である。長径約12.4m、短径IO.Omである。池の汀線には護岸と景観のた

めの、かなり大きな石が配されている。所々、石のない部分があるが、当初よりなかったもの

か、後に抜き取られたのか、もしくは池中に落ち込んだものか（調査時に池中に落ち込んだ石

が検出された）判然としない。汀線の北および束側は比較的石の残存状態か良好であるが、掘

形より 2.0m前後石組が内側へ入っている。これはずり落ちたのではなく、整地の状況などか

らみて、後の補修の可能性が強い。また、西北部分に多く石が配されており、ここでは、段状

に石を組んでいる。これは護岸と言うより、むしろ景観を意識したものと考えられる。前記し

たSD2129の導水溝との関連を考慮すれば、一連の施設（滝口的施設）とも考えられる。

池の埋土は下層より、腐植土層・暗灰色砂質土層・黒灰色土層・黄茶色土層・灰褐色土層か

ら成る。最下層である腐植土層からは、多くの遺物か出土した。

土墳

S K2120 S G2130の南側にある不整形の土士廣である。幅約1.5m、長さ約3.0m、深さ0.1m 

前後の浅いものである。
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S K2159 発掘区の西端で検出した不整形の浅い土墳である。一部を検出しただけで全形に

ついては不明。床土除去後に地山面で検出したものである。

不明遺構

S X 2127 S G2130の当初の掘形の縁辺部で検出した土土廣状の浅い窪みで、そこでは土師器

かまとまって出土した。周辺では小石を敷いた状況のものが検出された。

S X 2139 S B 2140の西端部で検出した土墳状の浅い落ち込みである。ここからは土器がま

とまって出土した。

出土遺物

S D2115出土土器・陶磁器（第 5図、別表、図版27)

発掘区東端部で検出した石組の護岸を有する南北溝から出土したものである。

土師器

皿b (4・5) 口径7.2cm・7. 2cm、器高1.6cm・1. 8cm、底径5. 2cm・5 .1 cmである。

杯 a (1・2) 口径・底径ともに12.6cm・9.0cm、器高2. 8 cm・3 . 1 cmである。

杯 b (3) 口径11:6cm、器高3.0cm、底径5.4cmである。

釜 (6) 口径13.5cm、器高18.2cmに復原できる。内面には粘士紐成形の際生じた指頭痕を

残し、外面には刷毛目調整がある。胎土中には細砂粒を多く含み、また焼成は良好である。内

面は焦げ付きか著しく、炭化物が付着している。

鍋 (7) 復原すると口径35.6cm、器高15.3cmになる。刷毛目調整は体部内面および底部だ

けに行われる。他の部分、体部外面はナデ、口縁部はヨコナデ仕上げである。胎土中には少量の

砂礫を含むが、比較的精良である。外面には煤が厚く付着し、内底には焦げつきが観察される。

白磁

椀 (9) 内外面ともに粗いヘラ削りがなされる。このため内底は渦文状になる。胎土は白

灰色、釉は淡緑灰色を呈する。類例は稀有である。

染付

椀 小片が 1点出土した。高台先端部は露胎となっているが、いわゆる砂底ではない。胎土

は白色緻密で、釉は青白色である。花文を描いたコバルトはあざやかな色を呈する。

青磁

椀 (11・12) 11の内底見込み部は露胎となり、その部分に双魚文が押捺されている。胎土

は粗く、白色の砂粒を非常に多く含み、暗赤茶色を呈する。外底見込み部に墨書があるが、判

読困難である。 12は口径18.2cmに復原できる。胎土は11と同様に粗い。この粗い土は暗灰色に

焼成されている。釉は暗黄緑色を呈し、体部内面は擦痕が著しい。

以上の土器を概観すると 16世紀代を下限とする。

-9-



ーニg
2 

ニ 3

~4-ヽ

て 5

バ9
8

15cm 

゜
20cm 

第5図 5D2115出土土器・陶磁器実測図

S 02145出土土器・陶磁器（第 6図、別表、図版28・29)

土師器

皿a (1-6) 

皿 b (10-32) 

口径7.3cm-8.1cm、器高I.2cm-1.3cm、底径5.6cm-6.1cmである。

ロ径6.0cm-7.6cm、器高1.4cm-l.9cm、底径4.3cm-5.7cmである。 25は灯

火器として使用されたようで、油煙が付着している。
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第 6図 5D2145出土土器実測図

皿 C (7~9) 口径7.3cm~8.3cm、器高2.0cm~2. 3cm、高台径5.Ocm ~ 6. 0cmである。

皿 (33) 口径11.9cm、器高1.4cm、底径10.5cmである。体部内面には油煙が付着しているこ

とから灯火器としての使用が考えられる。この種の皿は一般的には存しないもので、特別の目

的のために造られたと思われる。

杯 a・b (34~43) 口径11.6cm ~ 12. 5cm、器高2.8cm~3.2cm、底径7.3cm~8. 6cmである。

法量からみると SX 1200期 (14世紀前半代）に相当する。
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杯 (44) 口径15.0cm、器高3.7cm、底径9.7cmである。 SG 2130 (腐植土層）や黒灰色土層

からも同ータイプのものが出土している。このタイプは今回の調査でまとまって出土している。

時期を考える上で一つの手掛りとなる資料である。

白磁

IX類の皿 2点と口縁部を露胎とし内面に雷文帯と花文の浮き文を有する皿 1点が出士した。

他に12世紀代の椀が出土している。

青磁

鏑連弁文椀 I--5・b類 2点と杯111-4類 1点が出士した（龍泉窯系）。 SX 1200新でみられ

る龍泉窯系青磁椀のなかで、口縁部を肥厚させたり、外反させるタイプは 1点も出土していな

い。土師器の特徴とを考えあわせると、 SD2145出土品は14世紀前半代のものとすることかで

きる。

SE 2110出土土器（第

7図、別表、図版27)

上層からの出土はほと

んどなく、下層から少数

ではあるがまとまって出

土した。

土師器

皿b (1) 口径6.6

cm、器高1.8cm、底径4.5

cmである。灯火器として

使用されたようで、口縁

部に煤の付着がみられる。

皿 C (3) 口径9.2

cm、器高2.2cmを測る。底部

中央に一つの搾孔がある。

ー 1

第7図 SE2110出土土器実測図

皿d (2) 口径8.4cm、器高2.2cm、底径5.3cmである。 1と同様に灯火器として使用されて

いる。

杯 a・b (4~9) 口径12.Ocm~ 14 .Ocm、器高2.Scm~2. 9cm、底径7.Bern~ 10 .2cmである。

6は杯bに属するものであろう。

杯 b (10) 口径15.2cm、器高3.8cm、底径95cmである。

S G2130出土土器・陶磁器（第 8~11図、別表、図版30~33)

長期にわたって開いていたためか、土師器や陶磁器類が多数出土した。下層から腐植土層、
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暗灰色砂質土層、黒灰色土層、黄茶色土層と層を成していた。そこで、ここでは層位毎に報告

する。

腐植土層出土

土師器

皿 a (1~6) 口径7.7cm ~ 8. 5cm、器高1.0cm~l.4cm、底径5.4cm ~ 6 . 5cmである。 1の内

面には煤が付着している。

皿 b (7 ~24) 大別すると 7~21と22-24に分けられる。前者は口径6.4cm~7.6cm、器高

1. 5cm ~ 2 . lcm、底径3.9cm ~ 5 .4cm、後者は口径6.7cm~7 .Ocm、器高1.6cm ~ 2 . 1 cm、底径3.5cm

~3.9cmである。前者よりも後者は口径に比して底径の割り合いが小さく、 24の成形法は杯46・

47と酷似し、それらはセットになると考えられる。 22・23は前者と後者の中間的形態を有する

が、ここでは器高を考慮し後者に入れた。後者は強いヨコナデ成形により体部、特に内面に凹

凸を生じ、また内底にはナデ仕上げがないため板状圧痕は伴わないのを特徴の一つとするため、

22・23はあるいは前者に入れた方がより妥当なのかも知れない。 8・10~12・14・18~22には

煤の付着がみられ、灯火器として使用されたと考えられる。

皿 d (25) 口径8.5cm、器高2.7cm、底径5.1cmである。

杯 a・b (27~47) 法量から A(27 ~36)、B(37~42)、C(31 ~45)、D(46~47)に分かれ

る。 Aは口径12.4cm~ 13. 5cm、器高2.6cm~3 .Ocm、底径7.4cm ~ 8 . 8cm、Bは口径13.5cm~14.0

cm、器高2.8cm ~ 3 . 4cm、底径7.2cm ~ 9. 2cm、Cは口径12.lcm~ 12 .2cm、器高2.8cm ~ 3 . 1 cm、底

径6.5cm~7.Ocm、Dは口径12.3cm・13.1cm、器高3.0cm・4 . 0cm、底径4.9cm・4 . 2cmである。 A

-cは14世紀から15世紀代、 Dは15世紀終り頃から16世紀中頃までと考えられる。

鍋 (57) 口径25.3cmに復原できる。粘土紐成形の後、内面は全て、外面は体部下位だけを

刷毛目調整している。口縁部と体部の境は内面では明瞭であるが、外面ではほとんど区別は

つかない。鍋の形態としては最終期と考えられる。外面には濃密に煤の付着がみられる。胎土

中の砂粒は少な〈比較的精良である。

摺鉢 (58) 口径30.8cm、器高11.3cmに復原できる。内面の刷毛目調整は木目の小さなもの

を使用しているが、外面は粗い。下し目は 5本を単位とする。胎土中の砂粒は比較的多く、ま

た焼成は軟質である。部分的に黒色を呈する所があるが、全体的には淡赤茶色を呈する。

瓦質土器

鉢 (59) 体部を内彎させ、肩部に16弁の菊花文を押捺している54が出土した。復原すると

ロ径は45cm程になる。体部内面は上半部はヨコナデ、下半部は刷毛目調整、外面は横方向のヘ

ラミガキを行う。胎土中には少量の砂粒を含む。暗灰色を呈する。

白磁

皿 (65・66・68) 65・66はいわゆる「口禿げ」のもので、白磁皿IX-1類に属する。 68は
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細い貰入を伴う淡黄色の釉を有する小形の高台付皿であり、 14世紀末から15世紀代にかけての

ものである。

椀 (67) 白磁椀IX類である。

青白磁

皿 (69) 小片からの復原のため口径は不正確である。器肉が薄く、白色の胎土と淡青色を

呈する釉をみると、非常に造りの良い優品といえる。内面には雷文と花文が型により浮きあか

って描かれている。口禿げ部分にかぶせた銀鉤の一部も残存している。

青磁

椀 (70~72) 70は口縁部を外反させる、いわゆる「端反り」の椀で、 14世紀中頃以降の遺

構からしばしば出土するタイプである。釉は薄く淡灰青色を呈する。胎土は暗灰色でやや粗で

ある。 71は全面施釉後、高台見込み部分の釉を環状にカキ取る龍泉窯系青磁椀II類である。釉

は厚くかけられ暗緑色を呈する。胎土は淡青灰色を呈する。内面には小さな花文様が押捺され

ている。 72は暗灰色の胎土を有し、淡黄緑色の釉が高台見込み部分に除いてかけられている。

体部の傾斜角度からそれほど大きな口径にはならないであろう。 14世紀末から15世紀代にかけ

てのものと思われる。

黒釉陶器

椀 (73) 口径10cm程の小椀である。黒灰色を呈する胎土は若干粗い。釉は口縁部付近は薄

＜濁茶色を呈するが、下るにしたがって厚くなり、漆黒色になる。口縁部付近を除いて内外の

釉面に灰色の禾目か走る。

高麗陶磁

椀 (74) 口径19.4cm、器高6.9cm、高台径5.7cmに復原できる象嵌青磁である。胎土は暗灰

色を呈し、灰緑色の薄い釉が全面にかかる。象嵌は白を主体とし、花文の内側の線だけは黒象

嵌をしている。胎士と同質の粘土を用いた目跡がある。 2個残存しているが、復原すると 5個

になるであろう。高台見込み部分はヘラで粘土をこきざみに削ったような痕跡が一面にある。

ある。高台畳付部分には砂粒が多数付着している。

暗灰色砂質土層出土 ~ こ~そ8 ― 2~ コ言4

土師器

皿b (48・49) 口径6.0cm

・6.6cm、器高1.1 cm・1 . 7 cm、

底径3. 8cm・4 . 3cmである。 48

・49ともに灯火器として使用

されている。

皿 d (50) ロ径8.7cm、器

ニ~ て三~3~二 5

□二夏。＼

―.:: 51 
10cm 

第 9図 SG2130出土土器・陶磁器実測図(2)
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高2.6cm、底径6.0cmで、口縁部に油煙か付着している。

杯 b (51) 口径12.3cm、器高3.3cm、底径5.7cmである。器壁は薄く強いロクロ目を残す。

陶器

甕 (76) 幅 4cm程を測る大きな玉縁口縁を有する。若干砂粒を含むか、良く精選された胎

土を用い、暗赤褐色で硬質に焼成されている。備前焼であろう。

青磁

椀 (75) 口径14.4cm、器高7.lcm、高台径5.9cmである。外面上位に大きな単位の雷文帯を

描き、内底面に花文をスタンプしている。胎土は黄白色を呈する。緑黄色の釉は高台台部内側

中位までかかり、小さな貰入を無数伴なう。高台畳付部の釉は焼成後摺り取っている。

黒灰色土層出土

土師器

皿 b (52-55) 52・53と54・55に分かれる。前者は口径7.1cm・7. 4cm、器高2.0cm・1 . 6cm、

底径4.9cm・4 . 9cm、後者は口径6.0cm・6 . 6cm、器高1.3cm・1. 6cm、底径3.3cm・3 . 2cmである。

54・55ともにヨコナデ成形だけでナテを伴なわない。

杯 b (56) 口径11.4cm、器高2.5cm、底径5.lcmである。口縁部の内側に 1条の沈線が巡る。

鍋 (61) 口径36cm、器高17.5cmである。内外面とも刷毛目調整を行なうが、外面上位は器

面剥離および成形時の指押えが顕著なため明確ではない。砂礫を少量含むか比較的精良で、焼

成も良好である。淡茶色を呈する。外面は煤か濃密に付着している。

鉢 (60) 約半分残存しているので、口径25.9cm、器高13.9cm、底径12.9cmに復原できる。

内・外面の一部に刷毛目調整が残っている。下し目は 6本を 1単位とする。胎土中には砂粒を

多〈含み、粗い。焼成は硬質で淡茶色を呈する。・

瓦質土器

釜 (62) 口径14.0cmを測り、肩部に耳を 2個有する茶釜形のものである。口頸部および内

面はヨコナデ調整、突帯より上位は生乾燥時にヘラナテを行なっているためヘラミガキ状であ

り、突帯より下位は刷毛目調整の上からヨコ方向のヘラ削りをしている。内外面ともに燻しの

ため黒色を呈する。また、外面にば煤か厚く付着している。

鉢 (63) 方形の鉢の隅部の破片のため一辺の長さは明らかでない。外面には 4本の突帯を

貼付し、その間に「 S」「二枡文」「 8」文を押捺している。また脚部に円文がある。胎土は精良

で比較的砂粒は少ない。内外面ともに黒灰色を呈する。

白磁

皿 (78) 高台付皿の小破片である。胎土・釉ともに白色を呈する。明時代。

椀 (79) 口縁部を断面四角形に仕上げたW類である。

李朝陶磁
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椀 (77・80) 80は口径14.8cm、器高7.2cm、高台径6.2cmを測る。胎土は淡黄白色を呈し、

焼成はあまい。内面の釉は淡黄色、外面は淡黄灰色で、全面に施釉され、内面には貰入を多数

伴う。内面見込み部分は強い水挽きのため渦文をえがき、 5つの目跡がある。外底見込み部分

は枯土が軟らかい時点で削ったためか一般にいう「かいらぎ」がみられる。 77は口径10.4cm、

器高4.0cm、高台径3.8cmである。火のあたりが良い部分は暗灰色に、悪い部分は茶褐色に焼成

されている。釉は胎土の暗灰色部分は暗灰色、茶褐色部分は灰白色を呈する。釉は全面に施釉

されているが、畳付部分は焼成後摺り取っている。

黄茶色土層出土

瓦質土器

釜 (64-) 口径15.6cm、器高16.9cm、底径11.3cmに復原できる。 ・土紐成形の際生じた指頭

痕が内面に若干残っている。体部下位は62と同様にヨコ方向のヘラ削りをしている。肩部上位

に 1条の沈線を巡らし、その直下に梅花文を押捺している。胎土は精良で砂粒を含まない。焼

成は硬質で、器肉内部は灰白色、器面は黒色である。

高麗陶磁

椀 (81) 口径18.5cm程になる。胎土は暗灰色である。暗灰青色の釉は細かい貫入を多数伴

なう。また外面の釉は大部分が白濁化しているため外面の象嵌文様は明らかでない。文様は全

て白象嵌している。

SK 2120出土土器（第12図）

瓦質土器

釜 口径14.4cm、器高18cm程に復原できる。

肩部に双耳を貼付し、胴部中位に高さ 1.5cmの

突帯を巡らしている。双耳の上位に 2条の沈線

を巡らし、その間に六角形文を押捺している。

外面は刷毛目調整、内面は粘土紐成形時に生じ

た指頭痕の上からヨコナデおよびナデによって

゜
20cm 

仕上げている。口頸部はヨコナデ仕上げである。

胎土中の砂粒は少なく精良である。燻しは浅く、 第12図 SK2120出土土器実測図

若干茶色をおびる部分もある。外面の煤の付着は著しい。

5 K2159出土土器（第13図、別表）

発掘区西端で検出した浅い土墳から多数の土器が出土した。しかし、細片化しているものが

大部分であるため、完成品かそれに近いものを実測し、図示した。

土師器

皿b (1~3) 口径6.2cm ~ 6. 8cm、器高l.5cm~1. 7cm、底径4.0cm ~ 4 . 5cmである。

杯 a (6) 口径12.4cm、器高2.7cm、底径8.2cmである。

-19 -



杯 b (4・5・7・8) 口径ll.6cm~ 12. 7cm、器高2.4

cm~2.9cm、底径6. 7 cm~ 7. 7 cmである。

S X 2127出土土器（第14図、別表、図版34)

S G 2130の北側石組から一括して出土した。遺構それ自

体は明らかでなく、 SG 2130腐植土層に属する可能性もある。

土師器

杯 a (1~8) 口径12.6cm~ 14 .Ocm、器高2.6cm~2.9 

cm、底径8.2cm~9.2cmである。全て内底にナデ、外底に板

状圧痕がある。

杯 (9~11) 口径16.lcm~16.8cm、器高3.4cm ~ 3 . 9cm、

底径11.0cm~11.6cmである。この種の大形品は、全体の出

土量からみると、量は少なく、用途を考えると興味ある資

料である。

S X 2139出土土器（第15図、別表、図版34)

土師器

皿 a (1~3) 口径7.7cm~8 .4cm、器高I.1 cm ~ 1 . 5cm、

底径5.5cm ~ 6 . 3cmである。

皿 b (4~8) 

▽コニ，
□二d2

~3 

¥____L/. 

5 

＼ーニ
□□ LJ, 

10cm 

第13図 SK2159出土土器実測図ロ径7.lcm~7. 9cm、

器高1.7cm~ 1. 8cm、

底径4.5cm~5. 7cm 

である。

皿d (9) ロ

径8.9cm、器高2.5

cm、底径5.2cmであ

る。

ロニ二C ニ7,
｀三一ロニニ?, -~ 

杯 a・b (10~ 

14) 口径12.0cm

~ 12 .4cm、器高2.9

cm~3.lcm、底径

7. 4 cm~ 8 . 3cmであ

る。

杯 (15) 口径

［ロニ三 ― , 
二 ロニ
二 □0 10cm 

第14図 SX2127出土土器実測図
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第15図 SX2139出土土器実測図

19.0cm、器高3.9cm、底径12.6cmである。杯の大形品としては最大級に属する。

下層腐植土層出土土器・陶磁器（第16図、別表、図版35)

下層腐植土層は、 SG 2130の下位で検出した層であり、更に四方へ延びるが、上位に遺構力ゞ

あるため、調査した範囲は少ない。そのため検出した土器・陶磁器は限られる。

土師器

皿 a (1 ~ 10) 口径7.3cm ~ 9 . 2cm、器高0.9cm~ 1.4cm、底径5.4cm~7.2cmである。 6以外

は全て板状圧痕がある。法量からみると 1、2-9と10の3者に分けられる。

杯 a (11 ~ 13) 口径12.3cm ~ 12. 6cm、器高2.4cm ~ 2 .6CJII、底径8.5cm ~ 8 . 9cmである。

杯 b (14) 口径12.7cm、器高2.7cm、底径8.0cmである。 aに比して底径を減じている。 S

X 1200新に相当し、 14世紀中頃と考えられる。

白磁

皿 (20) IX類が9割以上を占める。 20は内面に唐草文の浮文がある枢府系の皿である。淡

青灰白色を呈する釉は高台畳付以内を除いて均ーにかけられている。胎土は白色で緻密である。

高台内側の一部に砂が焦げついている。

椀 (16) 12世紀代のものを除外すると、 IX類が全てである。 16は灰白色の胎土に若千草色

をおぴた灰白色の釉がかかる。体部上位から下位にかけて回転ヘラ削り調整が顕著である。 C

群の椀が2点出土している。鹿児島県から沖縄県にかけて数的に多く出土しているタイプで、

北部九州では少ない。厚い断面四角形の高台と内面に花文をスタンプするのを特徴とし、従来

位置付けが困難であった資料である。混入でなければ14世紀中頃まで上る可能性がある。
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第16図 下層腐植土層出土土器・陶磁器実測図

青白磁

杯 (19) 体部の小片である。外面に型造りによる「金」 「玉」および蓮弁文様を浮き上か

らせている。吉祥句か入る枠は復原すると 6つになり、 「金玉満堂」以外の文字か文様が配さ

れていたと考えられる。内面はビーズ玉様の紐を型で造り貼付している。残存部には 1本しか

ないため幾本あったか明らかでないか、残存部から復原すると 5本以上にはならない。 3ない

し4本が貼付されていたのであろう。白色緻密の胎土であり、釉は水色を呈する。断面に漆が

塗られており、破損後修復したと考えられる。器形の復原は小片のため困難であるが、一応図

示したように馬上杯と考えた。

青磁

皿龍泉窪系青磁皿が 1点出土した（図版）

杯龍泉窯系青磁杯III-4・b類が 2点出土した。このうち 1点は内底に双魚文かみられる。

椀 (15) 龍泉窯系青磁の蓮弁文椀が圧倒的である。同安窯系のものか 1点出土している。

15は、一部を欠くがほぼ完存する龍泉窯系青磁小椀 I-5類である。外底見込み部分に焼き台

の一部が残っている。龍泉窯系青磁小椀III-l・a類の口縁部の釉をカキ取り、伏せ焼きした

ものも 1点出土した。この他に新安沖出土品にみられるような、間弁が略化されようとするタ

イプのものも 1点ある。

褐釉陶器
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合子 (17・18) 17・18ともに胎土は淡茶灰色、釉は若干黄色味をおびた暗褐色を呈する。

また、 17・18はともに箔に入れ、外面の文様を浮き出している。 17は天井に花文、体部に連子

文、 18は体部に連子文を入れている。 17は口縁端部を除き外面は全面に、内面は内底部のみ、

18は外面上端部と内面一面に釉をかけている。口径が合致することと、釉．胎土からセットに

なると考えられる。

黒灰色土下層出土土器・陶磁器（第17~19図、図版36~38)

土師器

この層には多数の皿や杯の完形品が一括して出土した。

皿 a (1~9) 口径7.3cm ~ 8 . 7 cm、器高1.1 cm~ 1 . 5cm、底径5.3cm~6.8cmである。 2以外

は全て板状圧痕がある。

皿 b (13~89) 口径6.0cm ~ 8 .1 cm、器高1.4cm ~ 2 . 2cm、底径3.6cm ~ 6 . 3cmである。 89は皿

aの大形品かも知れない。この bは aや cに比して圧倒的に多い。通例 b. Cは少なく aが多

数を占めるか、ここでは逆の現象がみられた。 SX 1200でもこのようなことが指摘でき、この

時期以降よくみられる現象である。

杯 a・b (99~ 150) 口径ll.4cm~12.9cm、器高2. 5cm ~ 3. 2cm、底径6. 5cm ~ 8. 9cmである。

a・bが混在しているが aの方が多い。 SX 1200出土杯と形態・法量ともに酷似するが、 SX

1200で出土した口径13cm代のものはない。 SX 1200新よりも若干古期に属するのであろう。

杯 (151・152) 口径16cm、17cmを測る大形のもので、 14世紀前後の時期から出現するよう

である。量的には極めて少ない。

白磁

皿 白磁皿はIX類だけであるが、非常に少なく、 5点出土しただけである。

椀 IX類が 1点出土した。

合子 (153) 型造りにより外面に蓮弁文と半円形の文様を突線で表現している。胎土は白色

緻密である。白化粧がかけられており、露胎部分は淡赤色を呈する。釉は白色に近いか、若干

青味をおぴる。体部下位は円形の焼き焦げかみられ、その部分から上位と下位では色調が異な

る。筒形か中央か窪む焼台に罹いて焼成されたと思われる。大宰府では初めての資料である。

青白磁

皿・杯・椀が出土している。

杯 (154) 型により内面に雷文帯と蓮弁文か蓮弁文のみの浮文を描くものが7点出土した。

いずれも薄手で白色緻密な胎土を有する。みな小片であるか、 154はそのなかでもっとも大きな

破片である。薄くかけられた青白色の釉は鮮かである。

椀 (155) 薄く、高く削り出された高台を有し、型により内面に花文を入れた椀（図版38-

A)や口縁部を大きく外反させ内面に雷文帯と花文を型により描く例（図版38-A)が出土し
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第17図 黒灰色土下層出土土器・陶磁器実測図(1)
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15cm 

第18図 黒灰色土下層出土土器・陶磁器実測図(2)
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第19図 黒灰色土下層出土土器・陶磁器実測図(3)

た。155は無文で口縁部を霧胎としている。胎土は薄く精巧な造りである。

青磁

椀．盤などか出土した。

10cm 

龍泉窯系青磁椀v類がもっとも多いが、間弁がなく沈線で蓮弁文を描く例（図版38-B)や

龍泉窯系青磁小椀III-3類（図版38-B) も出土した。

各層出土土器・陶磁器（第20図、図版38)

茶色土層

灰釉陶器

下し皿 (1) 口径14.0cmに復原できるが小片のため明らかでない。内面の下し目は上部の一

部がみえるだけである。灰釉は残存部全体にはあるが全てに施されたかどうか明らかでない。

黄灰色土層

土師器

杯 (3) 口径12.3cm、器高2.8cm、底径8.4cmである。口縁部内面に煤の付着があることか
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第20図 各層出土土器・陶磁器実測図

ら、灯火器として使用されたのであろう。一方、外底には眉と目を描く。呪術的な目的にも使

用されたのであろう。

暗灰色砂質土層

瓦質土器

瓶 (6・7) 6は脚部と胴部との境に 1条の突帯を有し、円球状の胴部には三枡文の押捺

文がある。 7は胴部中央部に 2条の沈線間に複斜格子文と菱形文を入れている。外面は摩滅の

ため不明瞭であるが、ヘラミガキがなされている。 2点とも胎土中に少量の砂粒を含み、外面

は真黒色に燻されている。

白磁

皿 (5) 口径10.0cm、器高1.9cm、底径6.6cmである。口縁部を露胎とする他は全面に施釉

される。体部中位から外底部まで回転ヘラ削り調整をしている。

青白磁

瓶 (4) 体部外面に唐子文を有する梅瓶である。唐子は脚を曲げ臀部をかかめている。胎

土は精良で白色緻密である。内面は霧胎で、淡黄色を呈し、外面にかけられた釉は青白色の光

沢を放つ。

瓦類（第21・22図）

この調査で出土した瓦類は少なく軒丸瓦22点、軒平瓦25点の他若干の丸・乎瓦である。これ

らのほとんどは中世に属するものであり、奈良、平安期に属するものとしては軒丸瓦では老司

I式および鴻櫨館式を含む 3点であり、軒平瓦では老司 I式 1点のみである。ここでは第21・
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第21図軒先瓦拓影実測図

22図にぷした軒先瓦について辿ぺる

軒丸瓦は 8点出上している。全長23.5cm、瓦当

径9.5cm-10cmの小型で内区文様は三巴文であ

る。巴文の頭部は尖り気味で中央部で辿接して

おり尾部は比較的長い。この三巴文の固囲には

粘巧な剣頭文を密に統らしている。外糸点は幅 1

cmほどの'f・担枯をなす. ·~ 迂し部凸lfliは二爪格・f

の叩き目を残しており満整は行っていない。凹

面は目のこまかい布Hを残している。胎上は荒

い砂粒をかなリ含んでいる。すべて表面は灰色

を呈し、焼成は呪緻である。

軒平瓦は瓦当幅15cmr前後、瓦当厚2.5cmの小

尺りである。瓦当文様は中央と両脇に二巫の円臼

によって囲まれた頭部の連接する二巴文を配し、その中間に三個ずつ剣頭文を配している 3 瓦

~ 
ず言- -I 

第22図 軒 先 瓦

判は木村捷三郎氏の言う「折り曲け造り で、瓦当ヒ緑部は曲線をなしており、瓦当角は直角

に近い。瓦当文様面に布且を残すものがある。平瓦部凸面は軒丸瓦同様に二玉格子の叩き目が

残る。凹面は全面に布目を残しており、ほとんど逍梵は行われていない。胎上は荒い砂粒を多

鼠に含み、表面は灰色を昆する。焼成は昭緻である

この軒丸瓦と軒、v-比はセ ・ノ トをなすものと推定されるが、この両者の凸面に残る二爪格子の

叩き Hは大宰府政庁から比較的多屈に出土している「賀茂」銘を有する平安期の瓦にも認めら

れるものであり、瓦当文様は全く異なっているか、この軒先瓦は、この「賀茂」 5名を有する瓦の

系諸を引〈ものかも知れない。また軒丸瓦、軒平瓦とも同苑と思われるものか幅岡市束区香椎
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所在の香椎宮から出土している。
（註 1)

木製品

今回の調査で比較的多くの木製品が出土した。特に SG 2130の腐植土層、墨灰色土層から仏

具関係、食膳具、遊戯具など当時の生活様式を知るうえにおいて貴重な資料が出土した。

では出土した木製品を遺構別に述べ、 SG2130・ 下層腐植土層については種類ごとに述べるこ

ととする。

S D 21 04・S D 2115出土木製品（第23図、図版39)

黒漆錐状木製品 (1) SD 2104から出土した。 SD 2104はSB 2140の上層に位置し、幅約

1.2m、深さ約0.3mで東西方向に約 9m検出した溝である。 1は現存長13.0cm、中央部で断面径

1.3cmのエンタシス形を呈する錐状のものである。基部には幅約1.0cmの薄い銅板が巻かれ、芯

に径0.2cmの鉄製の中子がわずかに残る。軸は木製で黒漆が厚く途られ、金色で「竹笹」「竹葉」

の文様が描かれている。

漆容器 (2・3) 2は約 2分

の 1を欠失する。口径15.2cm、高

さ5.2cmほどに復原できる。外面

は黒漆、内面は朱漆が塗られてい

る。 3は一木から弯IJりぬいて作っ

た鉢である。底部は平担で、体部

にかけ内彎気味に立上り、口縁部

も内欝する。外体部および底部は

平面に調整するか、内面は削り面

をそのまま残している。内外共に

黒漆を薄く塗る。内側面にエ具痕

が認められる。口径16.2cm、底径

8.9cm、高さ7.2cm。SD2115出土。

羽子板状木製品 (4) 約 3分

の2を欠損する。現存長33.9cm、

復原幅約8.6cm、厚さ0.9cmである。

長方形の材を削り出して羽子板形

に整えている。柄部は幅3.4cmで、

両側面は丁寧な削りである。 SD

2115出土。

湘

し
土
『
鼠

◎-

!。----------------- 2 

,o~m 4
 

第23図 5D2104• 2115出土木製品実測図
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SE 2110出土木製品（第24図、図版39)

小型円板 (1・2) 1は径6.9cm、厚

さ0.7cm、2は径9.lcm、厚さ0.6cmの小型

円板である。曲物容器の底板とも考えら

れるが、側面に木釘痕は認められない。

毬打 (3~6) 3は自然木を利用し

た毬杖と考えられる。柄は欠失している。

先端と後端部は断面を三角形状に削り、

先端部はやや摩滅している。また中央部

は約 8cm程擦減っており、毬を打った使

用痕が認められる。 4~6は毬で3点出

土した。 4・5は上・下端を削ったのみ

で再調整はみられない。 6は前者に比べ

全体に丸味をもって加工され、擦滅って

おり使用されたものであろう。これらは

径4.5cm ~ 6 . 5cmのものである。

S G2130出土木製品 （第25図、図版40)

墨書木札

この調査では合計11点を検出したが、

これらはすべて SG2130から出土したもので、形態的に見ると、板塔婆が 3点、笹塔婆が5点

10cm 

□. ロ
第24図 SE2110出土木製品実測図

およぴその他が 3点に大別できる。また、内容的には、種字が多く見られるように、いずれも

仏教信仰にかかわるものであり、このことからここではこれらをいわゆる木簡の範疇には入れ

ず、いまだ晏書木札として捉えておくことにする。

以下、若千の所見を述べながら報告するが、その他とした 3点のうち 2点は小破片であり、、

墨痕は認められるが、判読できないのでここでは省略する。
（離）

(1) . 「 1<C~t~ 只翁一見卒都婆永□三悪道」
口口造口者必生安楽国
（何況）（立）

過去ロロロロロロロロ」
七日

南辺部近くから出土した板塔婆で、五輪形に作っている。一部に折損が見られるが、ほぼ完

r
 

形であり、長さ30.0cm、幅3.4cm、厚さ0.5cmである。表面は五輪を示す種字に続いて本尊のキ

リークを書き、 2行にわたって造立の因由を記しているが、これと同文のものとしては鎌倉市

材木座五所神社の弘長 2年 (1262)11月20日の板石塔婆が知られている（『仏教考古学講座』

II塔婆編による）。裏面には表の 5字の位置に大日の種字バンを長く書き、年紀や施主名などを
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第25図 SG2130出土卒塔婆実測図

記すのが通例であるが、これでは種字を確認することはできない。また、第 4字以下の 3文字

は「嘉禄三」と推読できるが、かなり崩されており、にわかには断定できない。ちなみに、嘉

禄 3年は西暦1227年にあたり、 12月10日に安貞と改元されている。

(2) 「~~t~!l 翁：南無阿□口佛□口」
（弥陀）
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これも南辺部近くから出土した板塔婆で、五輪形に作られている。水輪部より上の左端が欠

損しているか、ほぼ原形をとどめ、長さ30.9cm、幅3.5cm、厚さ0.6cmである。五大種字に続い

て本尊のキリークを書き、名号を記しているが、次の 2字はわずかな墨痕が認められるのみで、

文字は判読できない。なお裏面に墨痕は認められない。

十方□□口唯有ーロロ
(3)・ I只翁ぐ無二□無三口亡二

（亦）

顔以此功徳普及於一切

I□ ~fl_: 我等輿衆生皆共成佛道
(-.f.) 口口佛□口為頓證菩提」

中央部やや西寄りから出土したもので、上端部を欠いているか、切込みおよび裏面の種字な

どから見て、本来は五輪形に作られ、現上端部は水輪部にあたると考えられる。現存部は長さ

14.5cm、幅1.8cm、厚さ0.2cmである。表面欠損部にも種字が書かれていたと考えられるが、い

かなるものかはいまだ想定しえていない。十方以下は妙法蓮華経方便品第二の「十方佛土中

唯有一乗法 無二亦無三 除佛方便説」という部分ではないかと推定されるか、わずかに墨痕

が見られるのみであり、判読できない。裏面の現上端に半存する種字は宝生を表わすタラー・ク

と推定され、これに阿弥陀のキリークと不空成就のアクが続くことから、欠損部には大日のバ

ンと阿問のウンが記され、金剛界五仏を表わしていたと考えられる。顧以下の 2行はいわゆる

回向文で、しばしば見られるものであり、このことからこの面を裏面と判断した。第 3行目は

前 2行に比して小さく書かれているが、いかなる意味かは明らかでない。

(4)・「ロロロロロロロ

・「~©:f 戻杖 It~t
南辺部近くから出土した笹塔婆で、上端部は圭頭に作られ、下端は折損している。現存部は

長さ 13.7cm、幅1.5cm、厚さ0.1cmである。表面には 7文字分の墨痕が認められるが、判読はで

きない。裏面には 5種字からなる胎蔵界大日の報身真言を連続して書いており、なにごとかの

成就を願う呪術に用いたものであろう。また、笹塔婆に区分した他の"4点はいずれも同じ真言

を書いたものであり、形態・材質ともに近似している。それらの法量などは次のとおりである。

(5) 長さ8.6cm、幅1.1cm、厚さ0.1cm。上下ともに折損。

(6) 長さ9.6cm、幅1.2cm、厚さ0.1cm。上端は圭頭、下端は折損。両面に書かれている。

(7) 長さ 10.3cm、幅1.2cm、厚さ0.1cm。上端は圭頭、下端は折損。両面に書かれている。

(8) 長さ9.0cm、幅1.4cm、厚さ0.1cm。上端は圭頭、下端は折損。両面に書かれている。

なお、墨痕は認められないが、同じような笹塔婆の一部と推定される小破片が若干出土して

いるが、いずれも他片とは接続しない。

(9) 菩薩

南辺部近くで出土したもので、上下ともに折損しているため、原形は明らかでない。現存部
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は長さ 10.8cm、幅2.0c_m、厚さ 1.5cmである。これの具体的な性格は明らかでないが、記載内容

から見て、他の墨書木札と関連するものであろう。

仏具関係木製品（第26・27図、図版42・47)

位牌 (1・2) 形状などから位牌と考えられる。位牌は死者の法名（俗名）を書いて、本

尊と同様に供養または祈願する信仰物で、わが国では室町時代の初め頃に古式とされている紀

年銘の入った位牌か残っている。 1は札型で頭部を圭頭にし、尻部は台座に埴め込むための切

込みがある。頭部の圭頭のものは従来の説に従うと古式に属するものとされている。戒名は墨

がはとんど消失しており、その痕跡部が四周に比して一部ではあるが若干盛り上ってはいるも

のの、残念ながら判読不可能である。長さ25.2cm、幅5.5cm、厚さ0.7cm。杉材。 2は位牌の台

座と考えられる。長径7.3cm、短径5.1cm、高さ2.8cmで平面は長方形を呈する。台座中央部に長

径3.2cm、短径0.8cm、深さ 1.2cmの柄穴かある。 1とは対にならない。杉材。

部材 (3) 表・裏面に「蕨手」の文様などが焼印されており、一方の側面には「膠」が塗

られている。何かと接着していたものであろう。調度品および仏具関係の一部品と考えられる。

現存長25.5cm、幅1.6cm、厚さ 1.1cm。

木鉢 (4) 僧侶か托鉢の際に食を受ける入れ物かと思われる。平面は栗実様を呈し、長径

13.8cm、短径12.3cm、高さ6.0cmである。口縁部は幅約0.5cmのふちどりがある。一木を横木取り

し、内・外面共に丁寧に削り調整を行っている。特に内面は一木を袂って加工しているため、

工具痕が認められる。

卒塔婆 (5・6) 2点出土した。その形状からみて卒塔婆の一部と考えられる。 5・6共

に頂部を山形に作り、両側に 2ヶ所ずつの切り込みかある。 6は若干腐植している。墨痕は認

められない。 5は現存長28.1cm、幅6.0cm、厚さ0.9cm、6は現存長53.5cm、幅6.3cm、厚さ 1.1

cm。杉材。

棒状木製品 (7・8) 7は長さ 35.0cm、径2.3cmで断面が円形をなす棒である。両端は木口か

ら約1.4cm程のところまで欠き取っている。 8は長さ52.5cm、径2.4cmである。断面は円形を呈

し、木口の両端から約 8cmのところに2.6 cm X O • 9cmの長方形を呈する柄穴が穿たれている。形

状からみて 7・8共に磐架の一部と思われる。

香具 (9) 一木を加工して作っている箱型の容器である。心材を縦に木取りして内・外面

を削り込んだもの。底面は比較的平担であるが、体部にかけて削りを加え丸味をつける。口縁

部は丸味をもって加工され、やや擦減っている。内面は一木を袂ったノミ状のエ具痕が明瞭に

残る。内面底部および側面の一部は焼け焦げており、おそらく線香立ての容器であろう。長径

29.8cm、短径16.7cm、高さ約15cm。

食膳具（第28図、図版43)

漆塗容器 (10~13) 小皿2点、高台付小皿 1点、椀5点、その他 2点の計10点が出土した。
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第26図 SG2130・下層腐植土層出土木製品実測図(1)
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1和

第27図 SG2130・下層腐植土層出土木製品実測図(2)

10・11は皿で、 10は口径9.7cm、器高1.0cmの無高台の小皿である。内外面は黒漆を塗り、内面

には朱塗りの「桐葉」様の文様 3個を 1単位として、 3個所配されている。スタンプによる施

文である。 11は2分の 1ほどの破片である。復原口径9.4cm、底径6.1cm、器高2.0cmで、低い高

台が付く。内・外面は黒漆を上塗りし、内面底部に朱塗りの文様が一部残る。また内面に浅い

沈線が認められる。 12は口縁部と高台を欠損しているため、法量は定かでない。全体に黒漆が

塗られ、外体部に一部ではあるが朱塗りの文様が残っている。 13は椀で、口縁部と高台を欠損

する。底部から体部にかけやや厚味を増す。内・外面は黒漆が塗られ、内面には「木葉」様の

文様が描かれている。文様は底面に六枚の葉を花文風にあしらい、側面には三枚の葉を配して

いる。朱塗りで筆で描かれたものである。

箸状木製品 (14-18) 木片を小割りにして棒状にしたもので、両先端部を細く削っている。

丁寧に整形しているものと粗雑なものとがある。今回は約280本出土した。平均長約21.0cm、厚

さ0.5cm。

杓文字状木製品 (19・20) 19は長さ27.9cm、幅6.3cm、身部の厚さ0.8cmである。身の先端

を半円形に作り出し、周縁部は薄く削っている。頸部は弓状に曲り、柄尻端部は三角形状に鋭
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第28図 SG2130・下層腐植土層出土木製品実測図(3)
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く削っている。全体に丁寧な作りである。 20は現存長11.9cmで、身の先端は半円形状に作る。

身から頸部にかけて弓状に曲り、断面は周縁端部を薄くしてカマボコ形を呈する。中央部では

厚さ0.7cmである身の先端部と頸部近〈に径0.2cm~0.3cmの穿孔があるが、これらは後に穿たれ

たものであろう。

杓子 (21・22) 2点出土した。 21は板目材を加工したもので、柄部と匙先端部を欠く。

匙部は内面を有IJりぬいて受皿状にしており、 itをすくう具として使用されたものであろう。 22

は現存長28.3cmで、匙部 3分の 2ほどを欠損する。柄尻から匙部にかけてゆる＜曲り、匙部と

の境に変換線がつく。匙部は受llIL状に作る。柄部、匙部ともにエ具で削った後、擦りみがいて

いる。

履物（第29図、図版44)

下駄 (22~26) 計11点出土した。これらを分別すると、歯の形状から大きく連歯 (6点）

と差歯 (5点）に分類できる。大半の下駄の木取りは板目材を使用しているが、連歯のものに

木心を歯部に木取りしているものがある。 23は小児用で2点出土した。板目材を木取りしてい

る。長さ 13.0cm、幅7.0cm、歯高2.2cmで前歯、後歯共に原形をとどめている。鼻緒孔は焼火箸で

穿孔した可能性がある。 24は連歯で他に 3点出土した。板目材を木取りしている。長さ 18.5cm、

幅9.3cmで歯の磨減は著しく、特に後歯は片減りで、右足で履くと外側が減ることになる。前壺

は中央に穿っている。全体に腐植か著しい。 25・26は征目材を木取りした差し歯の下駄である。

台は台頭と台尻をやや尖り気味に加工した、小判形を呈する。 25は長さ 17.5cm、幅8.2cm、26は

長さ 17.9cm、幅 9cmである。前壺は共に台幅の中央に穿たれており、後方の 2個の孔は外側か

ら内側に向って斜めに穿孔している。鼻緒孔は25・26共に焼け焦げており、焼火箸で穿ったも

のであろう。また26は歯を固定するため、方1.0cmの楔が前・後に打ち込まれている。

他に歯が8点出土した。すべて差し歯のもので、磨滅の著しいものや、片減りのものかある。

草履状木製品 (27) 長さ24.5cm、幅5.1cm、厚さ0.4cmである。後端は方形に切取り、先端

は右側に傾斜して加工している。左側中位に方形の袂りがある。先端部には径0.3cmの孔が穿た

れている。

遊戯具（第30・32図、図版45・46)

羽子板状木製品 (28) 計 5点出土した。長方形の材を削り出して羽子板形に加工している。

柄部は折損しているため不明である。頸部は両側共に二段に削り出し、頸部から頭端まで30.3

cmである。現存長40.0cm、幅8.4cm、厚さ約0.7cm。杉材。

弓状木製品 (29) 自然木を加工したもので、現存長43.0cmである。上端から約20cmで弓状に

彎曲する。上端部は弦止めと思われる編部が認められ、 L字状の切込みがある。身部の断面は

多面体に加工している。

毬打 (52~55) 52は自然木を利用して加工した毬杖と考えられる。今回は 4点出土した。
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第29図 SG2130・下層腐植土層出土木製品実測図(4)
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柄は一部残存しているが、 『鳥獣戯画』などにみられる毬杖からすれば、おそらく 70cm~80cm

はあるものと思われる。先端部は斜めに削り、後端部は両側端から削り込んでやや尖り気味に
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加工している。側面中央部は幅約10cmほど擦減っており、毬を打った使用痕が認められる。 こ

の毬杖からみると右利の人が使用したものであろう。長さ21.0cm、幅3.7cm、高さ 3.lcm。53-

55は毬で、今回57点か出土した。自然木を利用したもので、 53は出土したうちで最も小さく、

長径3.7cm、断面は径約2.5cmの円形を呈する。 54は長径4.9cmで、・ 上・下端を小刀のようなもの

で丁寧に削っている。 この大きさのものか最も出土撮か多い。 55は出土した毬のなかで最も大

きいものである。長径9.2cmで上・下端は祖い削りである。

―

―
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第31図 SG2130・下層腐植土層出土木製品実測図(6)
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第32図 SG213 ・下層腐植土層出土木製品実測図(7)

部材（第30図、図版45)

建具部材 (30・31) 1. 3cm X 1. 7cmの角材に 1辺1.2cm -1 . 6cm、深さ約0.8cmの切り込みを入

れた部材である。切り込みは 2個を 1単位として配され、その間隔幅は 6cmのものと 14crn-15

cmのものとがある。これら組子は互いに合欠きによって組合せるものと考えると、二重組子に

よる長方形の格子になる。おそらく欄間あるいは障子の桟、格子窓などの組子であろう。今回

53点が出土した。

生活用具木製品（第30・31図、図版46)

刀子鞘 (32) 長さ20.2cm、幅2.3cmの刀子の鞘と思われる。鞘は半片のみで、峯部は欠損し

定かでない。内面は刀部に従い、幅0.2cm -0 . 5cmの切り込みがある。刀子柄との付け根は弧状に
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袂っている。外面は丁寧に擦りみがいている。これから刀子（刃部）の長さは約18.8cmを想定で

きる。

櫛 (33) 黒漆塗りの横櫛である。上縁（背）は弧状をなす。身の 3分の 1ほど欠損してい

る。背は丸く削り、歯の引通し線は背と平行しており、断面は三角形状をなす。実質の歯長は

引通し線から歯先端まで約2.8cmである。歯数は 2c~ 当り 9本である。現存長7.lcm、高さ4.1cm、

厚さ0.9cm。

柄 (34・35) 34・35共に柾目材を主軸方向に沿って削り、断面は多面体をなす。 34は長さ

11.0cm、断面径2.2cmである。柄頭は一部腐植しており、その腐植した部分に銹びた茎先が認めら

れる。茎孔は円形である。茎は柄に対して斜めに打ち込まれている。 35は長さ 11.3cm、断面は

径約2.5cmで円形を呈する。柄元は一部腐植しているが、茎孔は円形である。錐柄とも考えられる。

傘台 (36) 柾目材を横木取り。径6.8cm、厚さ2.2cmで平面は円形を呈する。台頭を若干丸

味をもって加工し、底面は平坦である。台の中央部には径2.3cmの孔が穿たれ、中に竹が埴め込

まれている。底面には幅0.9cm、深さ0.4cmの柄溝があり、これは中央の竹と直交しており、お

そらく台と竹を固定するためのものであろう。側面には0.3cmの円形の穿孔か:12個認められる。

側面の孔（傘骨の孔か）、および中央の竹などの形状からみて傘台と考えられる。

箆形木器 (37~40) 37は板目材を加工したもので長さ 10.5cm、幅2.6cm、厚さ0.5cmである。

柄尻を斜めに削っている。 38は下端部か欠損。幅2.4cm、厚さ0.5cmで先端部を丁寧に加工して

いる。 39は柾目材を箆軸方向に取り、先端を剣頭状に加工している。身中央部の断面は台形を

呈す。長さ22.lcm、幅2.7cm。40は先端および後端部を半円形状に削る。身の中央付近で杓子形

状になり、先端部にかけてやや幅広となる。また後端部から 1.5cmのところに約0.5cmの穿孔があ

る。長さ 27.lcm、幅3.1cm、厚さ0.7cm。

脚状木製品 (41・42) 2点出土した。左辺を山形に削り、上端から約2.5cmのところで長靴

形を呈する脚状のものである。 41と42では下足部の形が異なっている。右辺は上端からそれぞ

れ1.7cm、2.0cmのところに断面が三角形状の切込みがある。

有円孔部材 (43~46) 43は径6.6cm、厚さ0.8cmの小型円板で、中央部に0.5cmの孔がある。

孔には目釘が残っている。 44は径7.2cm、厚さ 1.1cmで、中央に0.5cmの穿孔が認められる。柾目

材。 45は約 2分の 1を欠損している。径約13.0cm、厚さ0.7cmで左端寄りに径約2.2cmの孔力唆げこ

れている。 46は長辺12.4cm、短辺10.2cm、厚さ 1.4cmの方形板である。中央部には径約3.0cmの

円孔があり、板の四隅に目釘が認められる。

用途不明木製品（第32図、図版46)

斗束状木製品 (47) 柾目材を加工したもので、頭部は桝形を呈する。頭端部は U字形状に

丸く袂っている。頸部は撥形に加工し、朱が塗られている。両側は頸部から下方1.7cmのところ

まで亀腹状に削り、身部にかけて約0.2cm程立上る。下端部は厚さ0.5cm、高さ 1.6cmの柄であ
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る。頭端部と下端の形状からみて斗束状のものと考えられる。長さ 10.0cm。

把手状木製品 (48) 上端部は折損している。左辺は平坦で、径0.3cm.の孔が 3個所認められ

る。上端から 3番目の孔は貰通していない。また右辺では上端から 2番目の孔のところに断面

がU字形状の浅いくり方を入れている。下端（把手部）は断面を山形に削り、 2段にくり方を

入れ、それと対称する右側面には鈍い V字形のくり方がある。現存長9.0cm、幅2.3cm。

カマボコ形木製品 (49) 長径13.3cm、幅2.9cm、高さ 4.lcmである。頭部の断面は半円形を

呈し、右端部に浅い段が認められる。下端は平坦である。柾目材。

舟形木製品 (50) 縦木取りの木片を削り加工したもので、舟形を呈す。底面は先端、後端

にかけ舟底状に削り、内面ははぱ平坦に袂っている。現存長14.0cm、幅1.8cm、高さ 1.5cm。

台座状木製品 (51) 長径約7.2cm、短径約4.0cm、高さ2.0cmの長方形を呈する台である。底

面は平坦であるが、削りは粗雑である。上面に2.2cmX 5. 7cm、深さ 0.3cmの長方形の奇IJり込みが

ある。

面（第33図、図版47)

ー木を縦木取

りし、彫出した

面である。両眉

部および下顎部

は欠損している。

額から頭頂にか

けて丸味をもっ

て作られ、四本

の跛が波状に彫

られている。鼻
―’ 

の上両端に径0.8

cmの穿孔がある

が、左側は木目

釘が詰っており、

右側は半分欠損

している。目と

推定した。鼻は

三角形状を呈し、

上端は欠けたも

のであろう。鼻

56 

゜
5cm 

第33図 SG2130・下層腐植土層出土木製品(8)
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孔は認められない。両頗には三本の跛が口もとにかけ弓状に彫られている。口は幅約4.5cmで、

平面は台形状を呈す。歯は二本認められるか、さらに数本あったものであろう。また口の左端

部に径0.3cmの孔か穿たれており、おそらく下顎を別材で作り、紐で吊ったものと考えられる。

顔面全体に毛穴痕と思われる31個の穴か認められるが、まとまりはない。また頭頂部・両眼・

鼻から頬にかけて墨痕がある。面裏は若干腐植している。このように見ると顔面相から想定

すれば、翁や採桑老のような面と思われるか、全体に頻面長か小さく、幅も狭い。また面に墨

痕かあること、毛穴にまとまりかないことなどを考えると呪術的なことに使用された可能性か

ある。面長14.8cm、面幅10.3cm、面高約4.3cm、面弧深2.3cm。

10・19・20・22・33・36・49は下層腐植土層、他は SG 2130出土である。

木製尺（第34図、

図版47)

出士した尺は完存

せず、中途で折れて欠

失している。幅1.9cm

~ 2 .Ocm、厚さ 0.37

cm、現存長約27.5cmである。目盛は刀子様のもので「V」字状に浅く切り込みを入れている。

8寸分残存し、各寸の中間に小さい切り込みを入れている。 1寸の目盛は縦に上端から下端ま
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第34図 SG2130出土木製尺実測図

で直に通し（上端の寸法と下端の寸法は必ずしも合っておらず、斜めになっている）左から 5

目盛 (5 寸）のところに•は「〉く」の印を切り込んでいる。大きい目盛 (1 寸）のほぼ中間には

5分の長さを示す目盛を下端に入れている。

各目盛の計測値は第34図のとおりであるが、計測にあたっては、次の 4方法で行った。①）は

16等分した目盛の計測値であるか、各目盛は一定の数値を示していない。この数値の合計は27.

29cmである。これを16で割ると、 1目盛 (5分）の平均数値は1.706cmとなる。②は 8等分した

目盛の計測値で、合計27.34cmとなり、 1目盛(1寸）の平均数値は3.418cmである。＠）は 5目盛

分(5寸）を計測した数値で、16.935cm。④は 8目盛分(8寸）を計測した数値で、27.465cmである。

この木製尺は、幅・厚さからみて、本来 1尺の長さを有していたと考えられる。 CD-@の計

測数値（平均した数値）で 1尺を復原すると、①34.12cm、②34 .18cm、③33.87cm、④34.33cm 

となる。これらのうち、最も適当と思われる数値は③の計測で得られたものである。その理由

として、各目盛の数値は一定しておらず、 1尺の 2等分 (5寸）の目盛が最も有効性を帯ぴて

いると考えるからである。 SG2130の腐植土層出土。

銅銭（第35図）

銅銭は、宋□□□など13種 ・30点のほか、破損のため銭名を判別しえないもの 1点および寛
（通元費）

永通費が3点の合計34点が出土した。これらの銭種、出土遺構・層位および各遺構・層位ごと
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の出土点数については表に示し、

各銭種の拓影を第35図にかかげ

た。なお、表ではとくに区別し

なかったか、同一銭種であって

も、銭名文字の異なるものおよ

び背面に文字の見られるものに

ついては拓影をかかげた。表・

図とも配列は初鋳年代順である

か、鋳種不明の 1点および寛永

通費 3点については拓影を割愛

した。

金属製品（第36図、図版48)

金属関係の遺物はごく少量で

ある。遺構では主に SG 2130、

SE 2110から出士した。そのほ

かは各層などから出土したもの

である。

鈴 (1) 銅製鋳物鈴で、全

長2.4cm、胴部最大径2.1cmで断

面は円形を呈する。鉦部は左右

から閉じており、径0.2cmの貰通

孔がある。胴中心部には幅約0.2

cmの帯が巡り、下端は切口を中

心にして左右に耳形の孔を穿っ

ている。「丸」は残っていなかっ

た。黒灰色士層出土。

飾金具 (2) 薄い銅板を加

工したもので、断面は半円形を

呈する。上・下端部を擬宝珠状

に作り、両端部から0.7cmのとこ

ろに径0.2cmの釘孔が穿られてい

る。 SG 2130出土。
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第35図銅銭拓影

挿図番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 

~ 
宋 太 祥 祥 主白 熙 元 元 元 聖 官 慶 景 そ 寛

通 乎 符 符 宋 寧 豊 裕 符 宋 和 元 ,.,_ 疋 永 合
の

元 通 通 元 通 元 通 通 通 元 通 通 元 通 計
費 費 貨 費 費 費 言只 費 費 嚢 費 費 費 他 費

S A 2142 1 1 

S D 2100 1 1 

S D 2115 1 1 

S G 2130 1 6 1 1 ， 
S X 2146 2 2 

S X 2148 2 2 

S X 2149 1 2 1 4 
茶色土 1 1 
暗茶土 1 2 1 4 
黒灰土下層 1 1 2 1 5 

暗青灰色土 1 1 
床 土 3 3 

合計 1 5 1 1 8 4 2 3 1 1 1 1 1 1 3 34 
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鍔金具 (3) 長径4.8cm、短径2.4cm、厚さ0.4cmであ

る。中央部は茎を差し込む孔があり、棟区幅0.8cmで刃区

はやや尖っている。左端に小柄孔が袂られ、右端には絆

を差し込んだと考えられる孔がある。暗灰色土層出土。

飾金具 (4) 銅製錆物で、径4.7cm、高さ 1.7cmであ

る。平面は菊花様を呈し、下端から上端にかけて幅約0.1

cmの沈線を12本打込んでいる。上端はやや凹んでいるが、

貰通していない。

小刀 (5・6)

22 .6cm) 

SE 2110出土。

5は全長32.1cm(茎長9.5cm、刃長

である。茎先から6.4cmのところに径0.3cmの目

釘孔がある。刃先は中央部が摩減し、使用したことか想

定される。棟区、刃区の高さは0.2cmである。棟幅0.3cm、

中央部の高さ 1.9cm。SE2110出土。 6は刃先端が欠損し

ている、。現存長31.1cm (柄長14.0cm、刃長18.1cm)であ

る。柄頭および柄元は半円形状に作り、柄頭から9.5cmの

ところに径0.3cmの目釘孔かある。刃先は比較的良く残っ

ているが、一部刃毀れしている。刃幅は2.2cmで、棟は圭頭

状に作っている。

経石（図版41)

S G 2130出土。
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而撃法
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寂 第36図 金属製品実測図

天龍恭敬
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口口放光
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S G2130の西北部から出土したいわゆる多字一石経で、不整円形の偏平な石の両面に墨書さ

浮如□口
（費珠）

又見佛子
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れ、法量の最大値は縦6.9cm、横8.6cm、厚さ 1.7cmである。文字は、表面に 8行 ・48字、裏面に

5行・ 32字が記され、内容的には妙法蓮華経序品第一の中間の一部であるが、各行の字数は一

定していないなど、書写に際しての法則性は認められない。これは供蓑のための埋経の一種で

あり、本来は安置されていたのであろうが、その状況は確認できなかった。また、これの前後

に連続するものが存したと考えられるが、それらは発見できなかった。

石製品（第37図、図版49)

石製品として硯・

石鍋・紡錘車様石製

品・石鍋の転用品な

どがある。

硯 (6・7) 6 

は長方形の硯である。

海部が欠失して完形

品ではないが、丁寧

な作りのものである。

後端幅7.4cmで、前方

部に向ってやや幅が

狭くなる。縁部は高

さ約 4mmで装飾のた

めの段を設けている。

裏面は凹面に削って

脚としている。小豆

色を呈する。緻密な

石質のものである。

7は表・裏を硯面と

して成形し、両面と

も使用痕が見られる；

約半分は欠失してお

り、縁部などの残存

状態も良好でない。

石材は暗灰色を呈し、

薄く板状に剥離する

石質のものである。
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第37図 土・石製品実測図
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いずれも SD 2115出 I:'

石鍋 ~ 8 · 9) いすれも滑{j製で、小片である 8は復ft,,、LJ径21.0cmで外面には煤の付栢

ヵ名しい，LJ糸わから1.5cmド方に1.0cmの鍔を削り出している。外面は削りによって整形している

が、煤の付ぶか苫しいため明瞭でない• I『l仮色を呈する SD 2115出 I. 9は復IJ;(口径23.0cm

で、 8に比べて鍔が I:位にあり、その削り出しも少ない，外面には煤の付杓力名しい。亦味の

ある茶灰色を乳するc茶色土層出 l:o

用途不明品 (4・ 5' 4は径5.5cmの円形のもので、断riliは笠形を用する．中央には 6角形

(1)'f.:. が削り穿礼されている石質はやや祖いが、表面は「海に1料いている．糸力錘中であろうか。

やや百味のある昭灰色を用する 賠茶色 t層出土 5はスタンブ様を用するもので、長 }j形の

樹かあり、船の下端の中央には径0.4cmr7)穿孔かある心本体の上面には穴に合わせて、細い溝が

彫られている C 船には煤状の付沿が部分的に削られすに残っている。これは石鍋の鍔を若干再

加tして扱としたためてある。下面はやや内内しているが、これは石鍋の内面を再}]l]工するこ

となく、そのまま使用しているためである。黒灰色土下屑出上）

土製品 第37図、図版49)

1 -3は平瓦を再）JOT. したものである。平瓦片を割って円形に成形した後で、緑は序ったた

めか平滑になっている 1は大形のもので、径9.0cm、厚さ2.0cmで、平瓦の反りか店卜見られ

る 2は中形のもので、径6.0cm、厚さ2.0cmてある 3は小形のもので、径4.0cm、I'/.さ2.0cm

てある これは序滅が竹しい 1と3はSG 2130出土で、 2は上fi1の土土賢出土てある。

ガラス製品 （第38図）

小壺の破片である 小片のため全形については不明である

が、LJ糸汝部と眉部か残っている口径は約4.0cmに復原できる。

器壁のniさは0.1cm強で、口絃部は0.25cmとやや厚くなり、ロ

枯端は薄くしている。明るい空色を里し、光沢がある、下肘

腐植土層出土。

小結

第38図 SG2130
出土ガラス製小壼

以上、検出遺構と出土逍物について辿べたか、ここで整理し、若干の問題点なりを指摘して、

まとめとする。

今回検出した顕名な遺構には、建物• 井戸・池・溝などがある これらの遺構について、層

位関係から必ずしも明瞭にし得ない部分もあるが、遺構相互の切り合いや、位匹関係、それに

出土遺物などを勘案しながら、各遺構の年代観等について名察してみたい。

ます、建物4棟についてみてみよう。

S .B 2140とその西側に位置する SB 2150は、いすれも礎石建物である。両者はガ位を合わせ、
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5B2140 ． ．  
• 0• 0• 0• 0 

502142 

SA2143 

GN@ 

第39図遺構模式図

柱筋も揃え、かつまた柱間寸法も全く同じである。このことからみれば、この両者は期を同じ

くして計画され、ほぼ同じ頃着工されたとみて大過なかろう。 SB 2150と重複する位罹にある

SB 2155は層位関係から、 SB2155が後出する。 SB2155は掘立柱建物であり、柱間寸法や柱

の位罹など、 SB 2150とは若干異っており、構造的に少し違っているようである。しかしなが

ら、東・西の柱筋は SB2150と同じで、南北長については約0.6m長くなるだけである。この両

建物は、ほぼ同じ規模で、位置的にはやや南へ寄っているが、同じ性格を有し、同じ使用目的

の建物であったと考えて差し支えなかろう。また、 SB2135については礎石は完存しないが、

柱筋を SB 2140に合わせ、東西の柱間寸法は1.90mで、 SB 2140・2150に近似している。この

ことからみれば、同時計画の可能性は強い。

次に、年代を考える上で、出土遺物と池との関係についてみてみよう。 SB 2150の廃絶を示

す黒灰色土下層出土の土師器は形態的には 4つに分類されるが、年代的には14世紀中頃に考え

られるものである。このことから、 SB2150は少なくともそれ以前には存在していたものと判

断される。 SB2150とSB2140が同一計画のもとに造られたものであることは先に記したとお

りである。この 2棟の建物の創建ないし存続年代を考える上で一つの手掛りとなるものに池s

G2130がある。 SG2130出土の土師器や陶磁器は14世紀中頃~16世紀中頃までのものを含んで

おり、池の存続年代としてはこの時期が考えられる。池は、それ以前の堆積層である下層腐植

土層の上に掘削され、下層腐植土層は出土遺物から 14世紀前半代の谷の氾濫により堆積したも

のであることを確認している。このことから池は、明らかにそれ以降のものであると言える。

この池と先述の礎石建物2棟との関係は層位上から直接に見出し得ないが、 SB2140をある程
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度意識した形で造られていること、 SB2140・2150は14世紀中頃以前には存在していたもので

あることを考慮すれば、池と礎石建物SB2140・2150は同一時期に造られたとみて差し支えな

かろう。さらに、 SB 2140・2150の下層には厚い腐植土層がみられ、この腐植土層の上に整地

し、 2棟の建物は構築されている。この腐植土層と池の部分で確認された下層腐植土層が同一

のものであるのかは明確でないが、地形的な事を考慮すれば同じである可能性は十分認められ、

前記の判断をある程度補填し得る。

以上のことから、この地域では当初礎石建物SB2140・2150・2135、池SG 2130、溝SD2115 

が構築される。その時期は14世紀中頃にかけての年代が設定される。そして SB2150について

は、火災等の原因で、 14世紀中頃以降のそれもあまり隔らない頃に SB 2155に建て替えられて

いる。 SB2140がその時点に建て替えられたものかは不明であるが、周囲の状況から判断すれ

ば、その後も存続し、 SB 2155と同時に存在したと考えた方が妥当と思われる。

SB 2155廃絶後、柵SA2105・2106や井戸 SE2110か構築されている。 SB 2140・2155の終

焉は定かでないが、池の廃絶は 16世紀後半代であることからすると、遅くともこの時期には既に

存在していなかったとみて大過なかろう。

最後に、周辺の調査結果との関連について若干述べてみたい。昭和47年度に実施した第21次

調査では上・下 2層の中世の遺構を検出しているか、とくに下層遺構として、南北方向の石組

溝と建物跡が確認されている。石組溝SD460は7.Om分検出され、幅0.75m、深さ 0.45mのも

のである。この溝は、今回検出した SB2150から西へ約27.Om、南へ約17.'Omのところに位置

している。方位は座標北から約 8°14'西偏している。今回、下層遺構として検出した建物や溝

の方位は約 9°27' 東偏している。両者の遺構の方位は約17°30' 程の開きがある•。 S D460は鎌倉

期に考えられており、時期的にも若干異なり、方位の上からも直接の関連は見出せないので、

全く別の遺構である可能性が強い。また、昭和53・55年度に実施した第57・67次調査で検出し

た金光寺遺跡と比較すると似かよった点が見出される。その一つは年代的なものである。金光寺

の遺構は13世紀後半-16世紀中頃に比定されるもので、今回検出の遺構とほぼ同じ頃である。第

二として、建物の柱間寸法である。金光寺遺跡検出の建物の多くは、柱間寸法が1.92mである。

今回検出の建物は1.93mで、近似した数値を示している。第三点として出土遺物がある。今回、

池SG2130から多量の木製品が出土したが、その中には卒塔婆・ 位牌などの仏教関係遺物が比

較的多くみられる。現段階では金光寺遺跡と直接の関連性は見出されないが、今回の調査地を

含めて、観世音寺の後背部地域は観世音寺の子院跡に推定されている。「太宰府旧跡全図」（文化

3年）によると調査地の近くに「サイフクジ」の記載がみられ、今回検出の遺構も子院の一つ

である可能性も大きく、「サイフクジ」との関連も考慮される。子院跡の調査については、まだ

緒についたばかりで、今後、周辺の調査の進行に伴ってしだいに明らかになるものと考えられ

る。
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第40図 第80次発掘調査遺構配匿図



3 第80次調査

本次調査は都合上 3回に分けて実施した。調査地域は字日吉であることから従来日吉地区官

街群と呼ばれていた。この日吉地区官街群の調査は第32次調査（今回の調査域と重複する）か

最初で、掘立柱建物 2棟の一部を検出していた。次いで、第75次調査により掘立柱建物4棟を

検出し、この地域の建物群は大宰府政庁第II期開始期にあまり隔らない頃には既に造営されて

いたことが判明していた。今回の調査目的は建物群の拡かりを追求することと、第75次調査で

予想された「コ」形建物配置の確認を主たる目的とした。

調査は昭和57年 4月12日に第 1次調査を開始し、 6月7日に終了した。機材・遺物整理など

を行なつた後、 6月12日第 2次調査を始め、 8月23日に終了した。第 3次調査は同年 9月27日

から 10月13日にかけて実施した。

地番は太宰府市大字観世音寺字日吉256・257である。

検出遺構

表土を除去すると、床士、灰褐色土層があり、灰褐色土層下が遺構面となる。灰褐色土層は

北半部は薄く、南に行く従って厚く堆積する。なお、第 1次調査域北側部分は、表土直下は花

尚岩のバイラン土で、これが遺構面である。第 2次調査域南半部は、地上（花岡岩バイラン土）

が急に傾斜するため、この部分には整地がなされている。

検出した主要な遺構は掘立柱建物 9棟 (1棟は第75次調査域から南へ延びる建物、 2棟は第

32次調査検出分と重複する）、柵列 4条、井戸 5基、土墳、溝、礫敷遺構、池状遺構、ピット群

である。井戸やピット群は観世音寺周辺域に比して密集度は低く、また少ない。そして、これ

らの遺構は平安時代末期に集中し、確実に鎌倉時代に属する例はない。つまり官街廃絶後、居

住地区としてあまり使用されていないといえる。

掘立柱建物

5 B2001 第75次調査区の東南端で北側梁行を調査していたが、今回の調査区東北端で南側

梁行を検出した。両者を総合すると、梁行6.3m (2.1尺）、桁行18.6m (62尺）になる。これを

3間X9間の建物とすると桁行柱間は 7尺 (1尺を29.6cmとして）等間になる。しかし、桁行

柱間は 1間分も調査していないので、 9間になるのかどうかは確かではない。また、 SB2000 

の東側柱列と SB 2001・S B 2195の東側柱列は一直線上にある。

5 B2195 調査区束端近くで検出した南北棟建物で、北に位置する SB2001と柱筋を通して

-= 

いる。柱間寸法は桁行2.4m(lO尺）等間、梁行は中央間が2.1

m (7尺）、両端は2.0mである。北側柱列西端柱穴と東から 2

番目柱穴および束側柱列の北から 3番目柱穴には柱根（径約
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20cm)が残っていた。西側柱列北から 4番目の柱穴は土墳 SK2234によって壊され、その痕跡

すらなかった。柱根痕をとどめる柱穴が少ないため正確とは言い難いが、建物方位は N-36-

Wである。

5 82200 発掘区西北部で検出した 3間 (7.05m) X 7間 (14.5m)の東西棟建物である。

二ロイ2く立:ま~~:~::::::~:~りよと2直し;~、三□~:::iJ〗晶~
廂の柱掘形は身舎部分よりも小さい。束側の身舎柱穴のうち中央の柱

穴は SE2255によって大部分が削り取られている。

5 82205 発掘区北部SB2200の北側で、桁行5間分を検出した。東端柱間は3.3m(ll尺）、

2番目は2.8m、他の 3間分は各々3.0m(IO尺）である。方位は建物束側で若干 (30')北へ振

れている。梁行部分は不明なため建物とは断定できない。あるいは柵列か•も知れない。

S 82210 発掘区北端で5間分の柱穴掘形を検出した。柱根痕が不明なため柱間は明らかで

ないが、大略2.7m (9尺）等間になる。

し‘

S 82215 発掘区西部で梁行 3間、桁行6間分検出した。桁行・梁行の柱間は3.0m(IO尺）等

--

゜

間である。建物方位は N-1°45'-Eで、日吉地区官

術群検出建物のなかでは唯一西に振れている。桁行・

梁行の柱間が3.0mあり、掘立柱建物としては最大規

模に属する。柱の重複関係から SB2220よりも新し

S 82220 発掘区西域、 SB2215の西側で検出した 5間 (ll.4m)X9間 (19.5m)の南北

棟建物である。桁行の柱間は南・北 3間分は各々2.2m、中央 3

ロ
間分は各々2.lm(7尺）であり、梁行の柱間は2.5m・2.2m・

2.lm・2.2mである。束側廂部分の柱穴のうち北から 4・6番

目の掘形の最下に縄の叩き目を有する完形の平瓦を敷いている。

北側身舎部分に柱穴が 1個あることから四面廂建物を想定した

ヵ＼北側身舎部分の柱穴が 1個欠失していることと南側部分が未調査であるため定かではない。

廂の出の寸法が2.2m・2.5mと正方形にならない点などを考慮すると東・西にのみ廂を有する

建物かも知れない。建物方位は北で東へ約1゚程振れている。

S 82230 第80次調査で検出したのは西側 1列だけであり、大部分は第32次調査によって検

巳〗 舌出:,~ ~ よBり:I穴とのし存てし報：こロニ構力，、号3を間り:::3~t; :: ;.,) (さ:~:;いこ：

建物に想定できる。柱根跡が6-7個所判明しており、それから柱間を復原す
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ると、東西列では1.8 m・2. 25 m・2. 25 m・1. 8 m、南北列では1.7m・2.0m・2.0mになる。柱

穴束北隅には径0.2mの柱根が残っていた。建物方向は北で西へ約50'振れている。

S B2240 発掘区西南隅で検出した南北棟の 3間 (6.lm)X4間以上の建物である。梁行は□ : ::~: く、な了こ：毘二：：：:::~: ニ：さmれ（て8し~~。て木あこ；
形は不整形である。建物方位は略真北を示す。

柵

S A 2225 S B 2200の廂部分に東西に走る柵列を検出した。柱間は約3.0m(IO尺）等問で 5

間分ある。この柵列の北側8.5m離れたところに SB2205があり、あるいはこの建物の目隠塀で

あるのかも知れない。

S A 2235 S B 2230の西側で南北に走る 3間の柵列を検出した。柱間は2.2m等間である。柵

列の振れは SB2205と同一であり、また約 2m程の近接した地点であることから、 SB2230の

目隠塀と考えられる。

S A2236 S A2235の北部で検出した。 3間分の柵列で束西に走る。その方向は SA2235と

略直交する。柱間は2.4m(8尺）等間である。西端の柱穴には偏平な石を入れ礎板としていた。

掘形は1.5m程あり、しかも隅丸方形を呈し、他の柵列よりも丁寧である。付近に建物はなく、

どのような役割りを有するかは明らかでない。

S A2245 S B2240と重複するが、柱穴相互の重複はない。南北に 3間分検出し、さらに南

へ延びる。柱間はばらばらで、その方向は西へ4°30'程振れている。

井戸

S E2250 平面が約I.ImXl.3m、深さ 1.9mの隅丸方形の掘形を有し、中に方形縦板組の木

枠が 1段残存する。木枠は残存状態は悪く、下段の横桟も一部原位箇にない。原位置を保つ南

• 西の横桟をもとに木枠の原形を復原すると約0.7m XO. 75mになる。隅木は西南隅に 1本残存

しているが、これは径lOc~程を測る丸太材であった。下底に径40cm、深さ 18cm程の大きさの曲

物を据えている。最下段の木枠を組む際に祭事を行なったのかテラスを造り、径6cm、長85cm

の自然木をテラス先端に配し、その内側に径14cm程の曲物を置いている。第 9次調査検出 SE

235では掘形内に完形土師器壺を竹籠に入れて埋置した例があり、これもこのような行為の一つ

かも知れない。なお、上層には厚さ約 8cmの炭層があった。大宰府では、井戸廃棄の際、上層

に多量の炭を入れる例が多く、発掘時に井戸かどうかの手掛りにもなっている。 平安時代後

期。

S E 2255 S E 2250の南側で検出した井戸で、辺長約1.9mの不整方形の形状を呈し、深さ約

1.2mである。木枠は完全に抜き取られているため、その形状は知り得ない。木枠を抜き取った

後直ちに埋め戻されたようで、花岡岩バイラン土のプロックが多数入っていた。また、 SE2250 
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第41図井戸実測図

でみられたようなレンズ状の炭層がある。掘形からみると方形の木枠が組まれたと考えられる。

出土遺物は極めて少なく、時期を決し難いが、掘形などと考え合わせると SE2250頃と考えら

れる。

S E2260 S B2200の柱穴を切って造られた井戸で、径約1.2m、深さ約1.4mを測る。木枠

は存しなかったが、掘形の形状や規模から曲物を用いた可能性を指摘できる。

S E2265 東西約0.74m、南北約0.72m、深さ約1.2mの不整形の掘形である。最下部に径

18.5cm、深さ 26cmの曲物を据え、この曲物の周囲に瓦を詰めている。湧水が激しく十分なる観

察はできなかったが、方形縦板組の可能性が強いと考えられる。

S E2270 発掘区南端部で検出した円形の掘形を有する井戸である。径l.5m-1.6m、深さ

0.8mである。 SE2260と同様に曲物を用いて井戸側をしたと考えられる。

土墳

S K2203 発掘区北部で検出した不整形な浅い土壊である。長軸約6.3m、短軸約4.0m、深

さ約0.4mである。 SE2255と先後関係があり、 SK2203が遅れる。

S K2251 発掘区北部、 SE2250の東南方にある。略隅丸方形で約9.2mX約I.Om、深さ約

O.lmである。

S K2252 S K2251の東隣にある隅丸三角形で、約1.0mX約I.Sm、深さ 0.3mである。 SK
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2251出土の土器どこの土墳出土の土器は接合することから同時に埋められたと考えられる。

S K2274 発掘区西北隅にある土壊で、東と北へ拡がる。検出部分では幅約6.0m、深さ0.4

mである。

S K2279 発掘区西南隅で検出した。径約5.6mを測る。深さ 1.1mまで発掘したか、湧水が

激しく、また崩壊の危険があったため作業を中止した。埋土状態や湧水などを考慮すると井戸

の可能性もある。 SD2284によって切られる。

礫敷遺構

S X2275 S B2240の束北方に小指大から挙大の石が多数敷き詰められている逍構である。

大部分は後の撹乱により石が除去されているが礫群西北部では比較的良く残っている。礫群の

厚さは厚いところで25cm程で、小石を一面に敷いた程度である。一部完形の土器も含むが、細

片化した土器を多数伴なっていた、これらの土器は 8世紀後半から 9世紀初頭頃にかけてのも

のである。何故このような礫敷がなされたのかは俄に判断し難い。

池状遺構

S X2280 S X2275の南SB2240の東にある浅い凹みである。凹みの東北部から束側の縁辺部

には瓦か配され、列をなす。瓦列は丸• 平瓦で構成されるか平瓦が圧倒的に多い。瓦の叩き目

は縄目がほとんどで、格子目は少数である。凹みを池状遺構、瓦列を縁辺を飾る仕事と考えた

が、積極的な根拠はない。

出土遺物

S B2220出土土器（第42図、別表）

土師器

杯 (4) 口径15._0cm、器高3.3cm、底径8.4cmである。

体部下位以下から底部にかけて回転ヘラ削り、体部中以

上および内面全部にヘラミガキを行なう。胎土は精良で

砂粒は少ない。赤褐色、軟質に焼成されている。柱穴掘

形出土。 8世紀後半頃。

S B2240出土土器（第42図、別表、図版50)

須恵器

蓋 (1~ 3) 器高が高い 1・2と偏平な 3とがある。

このなかで2がもっとも新しく、身受け部は小さく、体

部との境いが不明瞭である。 1-3ともに天井部はヘラ

S62240 

こ
こ＿
I , 王

・3 
2
 

S82220 

~ 
10cm 

切りのままで再調整はしていない。 第42図 S82220• 2240出土土器実測図

他に土師器の細片が出土している。多くは 8世紀後半
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代の特徴を有している。

S E2250出土土器（第43図、別表、図版50)

土 師 器

皿 a (1) 口径10.0cm、器高1.3cm、底径7.0cmである。

黒色土器

椀 (2) 底部を欠失する。体部下位はヘラ削り、他は丁寧なヘラミガキを行なう。燻しは

内面だけで、外面にはおよばない。

S E2265出土土器（第43図、別表、図版50)

土師器

皿 a (3・4) 口径9. 4cm・10 . 3cm、器高1.2cm・1. 3cm、底径7.4cm・7 . 5 cmである。

皿 C (5) 口径9.4cm、器高1.9cm、高台径4.9cmである。

皿 (6) 口径14.2cm、器高2.1cm、底径8.6cmである。

丸底の杯 (7・8) 口径14.7cm・15.0cm、器高3.6cm・3.6cmである。体部内面のミガキは

密である。内面には放射状のコテあて痕が明瞭である。

S K2203出土土器・鋳型・輔羽口（第44図、別表、図版51)

土 師 器

皿a (1・2) 口径10.5cm・11. lcm、器高I.1 cm・I . 3cm、底径8. 2cm・7 . 5cmである。

皿 C (3) 口径10.8cm、器高2.3cm、高台径6.4cmである。

杯 (4) 口径11.2cm、器高3.2cm、底径7.2cmである。
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第44図 SK2203出土土器・鋳型・輯羽口実測図

椀 (5) ロ径15.0cm、器高5.1cm、高台径7.4cmである。 ョコナデ・ナデ仕上げだけの椀形

品としては最新期に属する。

壺 (6・7) 6は口径3.6cm、器高6.8cm、胴部最大径7.lcmの小壺である。焼成は悪く、器

面が風化している。胎土は精良で砂粒は少ない。 7は頸部上半および体部中位以下を欠失する。

内面は粘土紐の痕跡が顕著である。胎土は精良でほとんど砂粒を含まない。

須 恵

硯 (8)

器

器高13.6cmの鉢形品を粘土紐でつくり、それを倒置し、 2条の突帯を貼付して硯

の祖形をなす。 台部はヨコナデをするか、内天井部は成形時のままで、指頭痕が著しい。台部

には双円形の透しを 3個所入れ、その間に綾杉文を線刻している。胎土中には砂粒を比較的多

く含む。焼成は悪く、淡灰茶色を呈する。

鋳 型

隅丸三角形状のもので、幅3.6cm X 4. 0cmの大きさである。外端部に 2個所切り込みがあり、

他方との合せ目にしたと思われる。内面は摩滅し、剥落したためか真土部分はない。鋳型とす
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る確証はない。細砂粒を多く含む。赤褐色で堅緻に焼成されている。

靱i羽 ロ

型に粘土を巻き付け、指押えで成形している。先端部を欠失するが、残存部上端付近は火熱

を受け青灰色を呈する。胎土中には砂礫を多く含む。焼成はやや不良で比較的軟質で、茶褐色

を呈する。

5 K2251出土土器（第45図、別表）

土 師 器

杯 (1・2) 1は口径10.2cm、器高4.2cm、底径6.3cmの小型の杯である。外底部はヘラ切

゜SK2251 

1 

ロI7 
SK2252 
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SK2274 
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第45図 S K2251• 2252• 227 4• 2279出土土器実測図
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り離しのままで、再調整はない。2は4分の 1程の小片から復原すると口径13.4cm、器高3.7cm、

底径8.0cmになる。外底部の調整については残存部が少なく、また摩減のため明らかでない。 1

. 2とも胎土は精良で砂粒は少ない。 1は淡茶赤色、 2は淡茶色を呈する。

S K2252出土土器（第45図、別表、図版50)

土師器

杯 (3) 口径13.7cm、器高3.6cm、底径7.4cmである。器面全体風化のため調整は不明。外

底に墨書があるが判読困難である。少量砂粒を含む。淡赤茶色。完形。

甕 (4) S K2251とSK2252とから約半分づつ出土した。底部を欠失するが、他はほぼ残

存している。口径27.5cm、体部最大径約25cmである。図では体部下位は大きく屈曲し、広い丸

底になるが、この部分の残存部が少ないためで、更に下方へ延びる可能性もある。つまり、器

高は若干高くなるかも知れない。外面は粗い刷毛目、内面は体部上位はヨコ方向、下位はタテ方

向のヘラ削り調整である。体部下位は火熱を受け淡赤色を呈し、内面には焦げ付きが認められ

る。胎土中に細砂粒を比較的多く含む。淡茶色を呈し、焼成は良好である。

S K2274出土土器（第45図、別表、図版51)

土師器

皿 (5・6) 口径13.4cm・14. 8cm、器高2.6cm・2.0cm、底径8.8cm、8.0cmである。 5・6

とも体部は大きく外へ開くため、口径に対して底径の割合は小さい。ヘラ切りの後ナデ調整を

行なう。 5は一定方向の板状圧痕、 6は方向を違えた板状圧痕がある。この方向の違いは内底

をナデる時に器を動かしたため生じると考えられる。ともに胎土は精良で、砂粒はほとんど含

まない。淡赤茶色を呈し、焼成は良好である。

杯 (7) 口径13.0cm、器高4.2cm、底径7.5cmである。体部上位は強いヨコナデによる螺旋

状の凹線が巡る。外底のヘラ切りは粗い。外底から体部下位の一部にかけてヘラによる乱雑な

傷がある。胎土中に少量砂粒を含む。淡灰茶色を呈し、焼成は良好である。

椀 (8) 体部を大きく開く椀で、口径16.2cm、器高5.5cm、高台径7.1cmである。胎土は精

良で砂粒は少ない。淡乳茶色を呈し、焼成は良好である。

S K2279出土土器（第45図、別表、図版50)

須恵器

蓋 (9-11) 9は口径11.2cm、器高2.1cmの小形の杯蓋である。天井部は回転ヘラ削り調整

を行なっている。 10・11は撮を欠失する杯蓋である。口径は15cm前後を測る。 10の天井部はヘ

ラ切りのままであるが、 11は回転ヘラ削り調整をしている。

杯 (12・13) 12は口径14.2cm、器高3.7cmで、外底部はヘラ切りのままである。 13は口径

14.4cm、器高4.2cmで、外底部は回転ヘラ削り調整を行なう。 12・13とも体部の開きは少ない。
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S X2275出土土器・陶磁器（第46図、別表、図版52)

須恵器

蓋 (1-5) 器高が高いもの(1-2)と低いもの(3-5)とがある。 1・2・5は天井部

の再調整は行なわず、ヘラ切り離しのままである。 3・4は天井部を回転ヘラ削りしている。

杯 (6) 口径13.8cm、器高3.7cm、高台径8.1cmである。高台は断面四角形で、底部端より

内側につく。

皿 (7) 口径19.0cm、器高2.2cm、底径15.4cmである。外底部はヘラ切り離しのままである。

土 師 器

蓋 (8-10) 3点ともに身受け部は丸味を有し、退化した姿を有する。 8・9の天井部は

ヘラ切りのままであるが、 10は丁寧に回転ヘラ削り調整を行なっている。 10は撮を除いてヘラ

ミガキされる。

杯 (11-18) 11は口径13.6cm、器高3.2cm、底径7.6cm。体部下位および外底部は丁寧な回

転ヘラ削り調整、体部内面は密でないヘラミガキを行なう。法量および体部の傾斜度により 12・

13・14および15-18の4種類に分かれる。外底部はいずれもヨコナデかナデ調整されている。

皿 (19-25) 小形品 (19-23) と大形品 (24・25)に分かれる。小形品はヘラ切り離しの

ままで調整は行なわないが大形品24は回転ヘラ削り、 .25はナデ調整を行なっている。 20の外底

中央付近に板状圧痕がある。

甕 (26) 口径26.9cmに復原できる。体部内面は斜め上方ヘヘラ削りした後に上端付近だけ

ョコ方向のヘラ削りをする。

青磁

壺 (37) 口径8.7cm程の四耳壺の破片である。胎土は粗く白砂・黒砂を多く含み器面に浮き

出ている。細かい貫入を多数伴なう黄緑色の釉は内外面ともにかけられている。逆U形の耳は

隋・唐代の白磁によくみられる形態である。

整地層出土土器（第47図、別表、図版53)

須恵器

蓋 (1・2) 1は口径13.9cm。天井部はヘラ切りのままである。 2は口径15.2cm、器高2.2

cmである。天井部は回転ヘラ削り調整される。硯として使用されたのであろう。内天井部は滑ら

かである。

杯 (3・4) 口径13. Ocm・14 . 2cm、器高3.7cm・4.2cm、高台径8. 0cm・9 . 8cmである。高台

は底部と体部との境いよりも内側に貼付される。体部の立上がり傾斜は急であり、あまり外上

方へ開かない。

この整地層出土土器は SX2280の下方で検出した。他に土師器も出土しており、須恵器とと

もに 8世紀中頃と考えられる。整地層は地山の凹みおよびSB2240に拡がる。 SB2240の上限
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を示す。

遺構面上出土土器（第48図、別表、図版53)

S B2240の直上から一括して出土した。

須恵器

蓋 (1-7) 杯蓋は器高の高い 1-3と低い (4-

6)に分かれる。前者は天井部を全て回転ヘラ削り調整

しているが、後者は切り離しのままである。 7は通例の

杯蓋とは相違する。あるいは壺蓋かも知れない。

杯 (8・9) 口径の小さなものである。

土師器

椀 (IO) 口径12.4cm、器高4.5cm、高台径4.5cmの小

r_,,。一、

← ~ コ--←~ 

10cm 

椀である。体部は内外ともにヘラミガキされる。

皿 (11) 口径16.8cm、器高2.3cm、底径13.0cmである。外底部はヘラ切り離しのままである。

黒灰砂質土層出土土器・硯（第49・50図、別表、図版54・55)

第47図整地層出土土器実測図

S B2105を覆う層からの出土である。

土師器

こ 1 ヽ
こ

す一----
:::---. 

2 

＝二 8

10 
4
 

て
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第48図遺構面上出土土器実測図
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皿 (1-3) 蓋を倒置したような形態を有する。口径9.Bern -10 . 2cm、器高1.0cm-1.lcm、

底径6.4cm -7. 2cmである。

皿 a (4 -15) 4 -13は口径9.2cm-10. 9cm、器高1.0cm-1.8c皿底径6.4cm-8.4cmである。

4を除いて全て板状圧痕がある。 14・15は口径8. 9cm・9 . 6cm、器高2. Ocm・2 . 1 cm、底径6.8cm・ 
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第49図 黒灰砂質土層出土土器実測図(1)
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第50図 黒灰砂質土層出土土器・硯実測図(2)
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6.9cmである。

皿 C (16~21) 16は口径8.6cm、器高4.7cm、高台径4.7cm、17~20は口径10. 3cm ~ 11 . 6cm、

器高2.2cm~ 2. 5cm、高台径5.7cm~7. 0cmである。 20の底部には 1つの搾孔がある。

杯 (21・22) 口径13.2cm• 14 ._4cm、器高2.5cm・3. 3cm、底径9. 5cm・11. Ocrnである。杯が小

形化し皿となる段階以降に出現する形態のもので、量的割り合いは非常に少ない資料である。

丸底の杯 (21~31) 口径12. 6cm ~ 17 . 5cm、器高2.9cm~4.6cmである。丸底の杯は体部内面を

全て磨くが30は器面風化のためミガキは明瞭でない。25・29の体部内面にはコテあて痕がある。

椀 (32~37) 32を除く 33~37は丸底の杯と同一の成形法で、体部内面にはミガキ、体部外

面中位には指頭圧痕かある。 32は口径14.7cm、器高5.3cm、高台径7.6cm、33~37は口径14.8cm

~ 17 .6cm、器高5.lcrn~7 .3cm、高台径6.lcm~8.2cmである。

器台 (39) 棒状のものに粘土を巻いて筒部を造り、それに丸底の杯を上・下に貼り付けた

器形である。同一の台部をつけるため上下は明らかでない。筒部は粗く面取りされる。

黒色土器

椀 (38) 口径13.5cm、器高5.2cm、高台径7.2cmを測り、内外面とも真黒色に燻している。

器面風化のためヘラミガキはあまり明らかでない。

硯

40は粘土紐を巻き上げて鉢形品を造くり、それを逆にし粘土帯を貼り付け海部を成形してい

る。胴部には円形の透しと線刻の綾杉文を描いている。内天井部は乱雑な指頭痕が残る。陸部

は未調整である。胎土中には砂礫を比較的多く含む。焼成は不良で淡茶色を呈する。 41は甕の

胴部片を用いて硯としている。外面は正格子文、内面は青海波文の叩き目があり、縁部は打ち

欠いただけである。青海波文が消える程よく使用されている。胎土は精良で、砂粒をほとんど

含まない。内面は黒色、外面は暗灰色を呈する。

灰褐色土層出土土器・陶磁器（第51図、別表、図版56・57)

須恵器

蓋 (1・2) 口径12.5cm・14. 2cm、器高2. 6cm・3 . 7 cmで、両者とも天井部を丁寧な回転へ

ラ削り調整する。 2の内側天井部には「X」印のヘラ記号がある。

杯 (3) 口径13.4cm、器高4.4cm、高台径10.0cmである。外底はヘラ切り離しのままである。

椀 (4) 口径15.0cm、器高8.5cm、高台径9.7cmである。高台は細く、外方へふんばる。体

部には 3条の沈線が巡る。外底部を回転ヘラ削り調整している。

皿 (5) 口径17.5cm、器高2.1cm、底径11.8cmである。体部は外方へ開き「く」字状に屈曲

する。外底部を回転ヘラ削り調整する。外面は暗灰色を呈するが、内面は暗赤褐色、灰黒色を

呈し、また、灰を被り若千光沢を放つ。

硯
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6は円面硯の小片である。焼成は悪く、器面が風化している。脚部に透しの一部か残存する。

土師器

杯 (7・8) 7は口径9.2cm、器高4.0cm、底径6.6cmである。外底部はヘラナデ仕上げする

が、内底はヨコナデだけである。体部外面に「へ一」、内面に「：：：：：：」のヘラ記号かある。 8は口径

13.2cm、器高8.3cm、底径3.7cmである。外底部はヘラ切り離しのままで、内底にはナデ仕上げ

はない。

椀 (9) 口径15.0cm、器高5.7cm、高台径5.9cmである。体部は外上方へ高く延び、高台は

細く立つ。内底にナデ、外底に板状圧痕がある。

皿 (10-12) 10・11は口径13. 3cm・13 . 8cm、器高1.5cm、底径10.6cmである。 10・11ともに

外底はヘラナデ調整されている。 13は口径14.2cm、器高2.3cm、底径11.0cmで、内面は丁寧なへ

ラミガキ調整がなされている。

皿 a (13) 口径9.0cm、器高1.2cm、底径6.8cmである。

皿 C (14~16) 14• 15は口径10.0cm・10.9cm、器高2. 0cm・2 . 1 cm、高台径5.6cm・5.6cmで

ある。 16は口径10.3cm、器高2.9cm、高台径6.0cmで、 14・15よりも皿部は深く、より古期に属

する。

丸底の杯 (17) 口径15.0cm、器高3.7cmである。体部中位には指頭圧痕が残っているが、内

面のミガキは摩滅のため不明である。

黒色土器

椀 (18) 内外面ともに真黒色に燻した黒色土器Bの椀である。軟らかい時に高台を貼付し

たためか、外底見込み部には貼付時のヨコナデが渦文状に顕著に残っている。内外面のヘラミ

ガキは非常に丁寧である。

白磁

椀 (19) 幅広の高台を有する椀の底部片である。胎土は白色で緻密である。内面の釉は薄

＜均ーにかかるが、外面は高台付近に涙痕かあり、その部分は淡黄色を呈する。

青磁

椀 (20-23) 20・21は全面施釉後高台畳付部の釉を削る。 20は口径14.4cm、器高5.6cm、高

台径5.6cm。畳付に 4つの目跡があるが、内底にはない。 21は重ね焼きのため、内面に白色の目

跡がある。 22は口径18.0cm、器高5.9cm、底径8.6cmで、円盤状の高台を有する。体部はヨコナ

デだけで、再調整は行なわないタイプである。体部外面中位まで施釉され、他は露胎である。

胎土は粗く暗灰色を呈するため白化粧土をかけ施釉している。釉は淡緑青色を呈し、細い貫入

を無数伴なう。 23は、内・外に 5個の目跡を有するものである。胎土は粗く、白色や黒色の砂

粒を比較的多く含む。釉は全面に施釉され淡黄緑色を呈する。土師器17と伴って、数は少ない

がたびたぴ出土する。
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緑褐釉陶器

水注 (24) 越州窯系青磁水注と酷似した形態を有する。器肉は栗色、霧胎の内面は暗灰色

を呈する。釉は淡黄緑色を呈し、細貫入を多数伴なう。頸部と体部との境いには突帯を巡らし、

球形状の胴部には縦沈線を入れ、瓜胴とする。越）+I窯系水注との類似点から10世紀前半代には、

このタイプは成立していたと考えられる。

瓦類（第52-54図、図版58)

この調査で出土した瓦類は丸、平瓦の他、軒丸瓦32点、軒平瓦24点および文字瓦150点、炭斗

瓦 1点である。

まず軒丸瓦は14型式に分類できるが、それぞれ

数点ずつの出土で特にまとまった傾向は認められ

ない。第52図に示した 2点はいずれも単弁八弁の

百済系の軒丸瓦で大宰府史跡出土の軒丸瓦のなか

では最も古期に属するものと推定される。 1は突

出した小さな中房に 1+4の連子を配する。蓮弁

は強く反転し中央に稜線が走る。弁区の周囲には

幅 1cmほどの凹帯が巡る。外縁は幅 1cm、高さ 1

cmほどの平担縁である。瓦当側面は荒いヘラケズ

リ調整を行っている。また内区と外縁部との粘土

剥離痕跡から外縁部は幅3.5cmほどの粘土板を貼

りつけて成形したものと考えられる。胎土は荒い

砂粒を若干含んでいるが比較的精良である。表面

は灰白色を呈し焼成はやや軟質である。 2は瓦当

径18cmほどに復元できる。突出したやや大きな中

房には 1+ 8の連

子を配する。蓮弁

は幅が広く中央に

細い子葉を配して

いる。外縁部は 1

と同様の技法によ

っているものと推

定され、幅 2cm、

高さ 2.5cmの平担

縁である。瓦当裏

第52図軒丸瓦拓影実測図
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第53図 軒平瓦拓影実測図
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面および測面には指頭圧痕が顕著に認められる。

また瓦当裏面の下端部はゆるい曲線をなす。胎

土は精良で灰白色を呈し、焼成はやや軟質である。

次に軒平瓦は出土点数24点のうち14点が老司

II式であり、これまでの政庁前面域の調査にお

ける出土傾向と一致している。第53図に示した

2点は、これまでの調査では小片しか出土して

いなかったものである。 1は内区文様が右から

左へ流れる偏行唐草文で、老司式軒平瓦の主文

である唐草文の支葉を連接したもので、各支葉 第54図炭斗瓦拓影実測図

の中間に小さな珠文 2個を配している。上外区は小さな珠文を密に配し、下外区は外向する凸

鋸歯文を配する。顎は平瓦部凸面に粘土を貼りつけて成形した段顎で、顎面と平瓦部には縦位

の縄叩き目が残る。平瓦部凹面はヘラケズリとナデによって丁寧に調整している。胎土は荒い

砂粒を少量含む。表面は青灰色を呈し焼成は堅緻である。下外区鋸歯文の形態や顎部の製作技

法から、老司 II式とほぼ同時期のものと考えられる。 2は内区文様が右から左へ流れる偏行唐

草文で老司式系統のものと判断されるが主文の中間に多数の支葉を付加している。上外区は突

出した大きな珠文を14個配している。両脇区と下外区は外向する凸鋸歯文を配している。縦断

面は撥形を呈しており瓦当と平瓦の接続は「さしこみ式」である。平瓦凸面は荒い格子の叩き

目が残る。また凹面には粘土板の合せ目と布目が残り未調整のままである。胎土は砂粒を少量

含んでいるが比較的精良である。表面は灰白色を呈し焼成は堅緻である。

文字瓦には平井瓦屋、平井瓦、平井、賀茂、門司、佐など多岐にわたるが、これらはいずれ

も叩き板に刻されたものが反転して印されたものである。なかでも平井瓦屋銘のものが41点あ

り圧倒的に多い。一辺が65cmほどで二重の界線で囲こまれた方形の枠の中に平井、瓦屋と二行

に裏文字で印されており、その上下はやや小さな格子目である。大宰府出土の文字瓦の中では

古期に属するもののようである。

道具瓦としては喪斗瓦が 1点ある。平瓦製作後、生乾きの段階で分割して作った「半炭斗」

で、凸面は格子目の叩きで、中に平井瓦の陰刻がある。凹面は全面に布目が残る。側縁は、両

側縁とも全く調整を加えず分割痕跡を残したままである。

石帯（第55図）

発掘区の東南隅部の浅い落ち込みである黒灰色砂質土層から出土した。今回出土した石帯は帯

の先端を飾る鈍尾に相当する。長さ4.3cm、幅2.9cm、厚さ0.6cmをはかる。暗青色の地に白濁色

がまだらに入り混じっている。上面および側面は丁寧な磨きによって仕上げられ光沢を放って

いる。裏面には帯への装着のための三対のかがり穴を彫り込んでいる。全てを面取りし、遺存
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の良好なものである。石質については不明であ

るか、蛇紋岩系のものと考えられる。

小結

今回検出した主要な追構は、す屈立柱建物9棟、

井戸 5ft;、池状遺構1である。これと第32・75

次濁企検出分を加えて遺構を分類すると I-N

期に分かれる

1期 S B2000の東側柱筋と同一直線上にあ

るSB2001が 1期を代表する。建物方向は北で

'D 
5cm 

ぃ、~~\~~~

ここ】
I 

1-D 
第55図石帯実測図

西へ若干振れている。柱穴からは縄の叩き目がある瓦が出土したか、上器の出上屈は極めて少

ない。SB1995とSB2195は、 SB 1995・S B 2000後に建てられたと名えられ、両者は束側柱筋

を揃える。

11期 SB 1990・S B2215とSB2240が配四される。これも I期建物配置と同様に 「コ」字

形配四を取ると考えられる。建物方位は北で束へ若干振れる。SB2215柱穴掘形から出土した

土器から 8世紀後半頃を上限とする。この期に SB2215を切ってSB2220が建てられる。また、

S B2240柱穴掘形から SB2215出土と同種の上器が出上している。

Ill期 S B2220とSB2230からなる。建物方向は真北に近いが若干西へ振れる。SB2220柱

穴掘形から出土した遺物から 9世紀後半頃を上限とする。この期の建物配置は「コ」字形をな

さないようである。

N期 S E 2250・2255・2260・2265・2270が設置された時期である。この期は官街建物が廃

され、小ピ ット（建物）群と井戸からなる。観世音寺周辺地域と同様に11世紀後半代から始ま

る。観世音寺周辺地域では小規模建物や井戸が密集し、 14世紀前半代まで続くが、この地域で

は12世紀中頃で小規模建物群は消滅するようである。また、密集度も非常に低い。

以上 l~N期までをみると、 I・11期は整然とした建物配笛がみられるが、 Ill期になるとこ

の形は崩れ、官街の性格が変化するようである。N期は官街的性格の建物か廃されている時期

である。

1期 8世紀前半から 8世紀後半

11期 8世紀後半から 9世紀後半

Ill期 9世紀後半から11世紀

N期 11世紀後半から12世紀中頃

の年代が考えられる。
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4 第81次調査

大宰府政庁南門の前面（県道山家ー関屋線の南側）の推定政庁中軸線上には従来朱雀大路の

存在が推定されていた。ところが昭和53年度の第58次、昭和55年度の第73次の両次の調査では

朱雀大路に関する遺構はまつたく確認できなかつた。県道南側では推定朱雀大路を挟んで字日

吉、字不丁にそれぞれ官街域の存在が知られている。したがって、第58・73次における朱雀大

路関連遺構および建物等の遺構の欠如は、それが遺構の削平などによるものではなく、この部

分に朱雀大路が存在しなかつたこと、すなわち従来の推定よりも大宰府の庁域が南へ拡張する

ことを示すものと理解された。こうして現在では政庁前面に広場的な空間地の存在が推定され

ている。そこで第81次調査は政庁推定中軸線の西側、第58・73次調査地の西南に接する約1670

面の地を対象として実施した。条坊復原案によると右郭の六条ー坊に相当する。県道南側の官

街域を対象とした一連の調査の成果のもとで、今回の調査では広場的性格をもつと推定される

空間地の西・南への広がりの確認を目的とした。地番は太宰府市大字観世音寺字不丁279-1、

280である。

調査は昭和57年 8月23日に開始した。排土箇場の関係から打っ手替えしての調査の必要かあ

り、まず東半分の調査に着手した。耕作土・ 床土を除去すると遺構面にいたり、 9月9日には

遺構検出にはいった。調査区（束）の中央部で予想外にも南北棟の掘立柱建物を検出し、その

南か調査区外へと延びていたため、写真撮影・実測図作成ののちに南へ調査区を拡張し、 4間

XlO間の四面廂の南北棟建物であることを確認した。このような経過を経て10月9日に束区の

調査を完了した。

東区の調査終了後、直ちに機械力を用いて発掘区を埋め戻したため、西区の調査に着手した

のは10月14日のことであった。 10月25日には遺構検出にはいったが、顕著な遺構はなく、 11月

8日には写真撮影・実測図作成を完了した。その後下層で西区の中央部を南北に走る暗渠を検

出し、その調査を経て、 12月9日には調査のすべてを完了した。

検出遺構

今回の調査では掘立柱建物2棟、溝 5条、暗渠施設 1条、土墳・柱穴を検出した。これらの

遺構は下層の暗渠施設を除けば、いずれも耕作土・床土のほぽ直下で検出されたため層位的な

時期の区別はできなかった。下層とした暗渠施設にしても政庁前面域の整地事業および掘立柱

建物の建設にともなう性格をもっており、いわゆる上層・下層の関係とは多少異なっている。

以下、今回の調査の主要な成果であった掘立柱建物と暗渠施設を中心に、検出遺構を紹介して

おく。
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掘立柱建物

S B2300 発掘区の東側で4間XlO間の南北棟の掘立柱建物を検出した。 2間XS間の身舎

の周囲に廂を取り付けた四面廂の建物である。その柱間は身舎・廂ともに梁行・桁行ともすべ

て約2.4m(8尺）等間に復原される。主軸は G.N.に対して約1°45'束にふれている。政庁正

殿にも匹敵する規模の建物ではあるが、柱掘形の配列はやや雑である。柱掘形の深さにもO.Sm

前後にもおよぶ著しい高低差かあり、相対的に身舎に比較して廂の掘形か深い。また身舎では

東側がより深く、廂を含め北半よりも南半か深くなる傾向をもつ。これらの掘形には埋土およ

び柱抜き跡に土器・ 瓦を含む例かあり、後述するように政庁第II期の築造に併行しての建設が

考えられる。

S B2305 SB 2300の西北隅に接するように位撞する。直径0.4m前後の円形掘形を用いた、

2間X2間の総柱建物である。柱間は各々 1.65 m (5. 5尺）に復原される。 SB2300にくらべ主

軸が約3°30'東に傾斜している。

土墳

S K2306 SB 2305の西約2mのところで検出した。径0.65m前後のやや角張った不整円形土

壊で、約0.3mほどの深さを測る。墳中には西半分に40cm大の石が置かれ、その他の部分には軒

丸瓦 5 点、軒平瓦 1 点および若干の丸• 平瓦片が投げ込まれていた。いずれも鴻腫舘式に属す

る。軒丸瓦中 1点は丸瓦部を含め完存し、 2点は瓦当が完存していた。

S K2307 SB 2300の柱掘形に接するようにして検出した土墳で、長さ約2.2m、幅0.55m ~ 

0.7m前後の隅丸長方形を呈する。墳底には置台状に瓦片・石が敷かれていたか、すでに大半を

削平されていたため士土廣の性格を明らかにすることはできない。瓦片・石の間には土師器の小

皿が数点置かれていた。

S K 2308 S B 2300の西約10mで検出した。長さ 1.04m、幅0.56m、深さ0.05m~0.1 mほど

の隅丸長方形の土墳で、四周は熱を受け赤変している。 t廣内および周辺には炭化物・炭灰が堆

積していたが、ことに北・北西部に著しかった。時期を示すような遺物の出土はなかった。

5 K 2309 S B 2300の身舎北端付近で検出した、長さ1.25m、幅0.44m、深さO.lmほどの南

北方向の土墳である。

S K2323 S K2309の南に位置する東西方向の土墳で、長さ幅とも SK2309よりも一回り大

き目であったが、同様に浅く、 SB2300柱掘形の検出の過程で削平した。炭化物に混在して遺

物が出土している。

暗渠施設

5 X 2320 発掘区中央部のやや西側で検出した。暗渠は発掘区の北側から始まり、区内の約

33.Smを調査したが、さらに南区外へと連続している。政庁前面の整地にともなう施設と考え

られる。 SX 2320は発掘区内で認められた二本の緩かな谷筋 (SX 2318・2319)のうち西側の
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S X 2319の埋立てに伴うものである。谷筋の底部は全体に有機質を多く含んだ黒色の腐植土か

らなる。その上にまず厚さ20cmほどの盛土を行ない、谷筋に沿ってほぼ南北に幅 1m前後の溝

をつくっている。次に溝中に20cm前後の石を雑に並べ、その上に長さ30~40cm前後の大きさの

石を蓋を横架するように積んでいる。さらにこうした積石を砂で覆って暗渠を完成している（第

58図、図版25・26)。暗渠の完成後に整地が開始されている。

もっともこうした作業が段階的に行われたわけではない。暗渠は全体としては北から南へと

作られているが、直線状に作られつつ4m~9mほどの不定の間隔で方向を多少ながら変え、結

果として蛇行している。一気の作業にしては不自然に思われる。ところで、南北方向の土層断

面をみると、整地積み土は北から南へと順次行われているが、比較的平坦な積み土部分と、そ

れが南へ向って強い傾斜を示す部分とからなる。この土層の傾斜部と暗渠の屈曲とはおおむね

一致している。これは暗渠が整地の進行にともなって継ぎ足すようにして構築されたことを意

味すると理解される。つまり、新たに暗渠を継ぎ足した時、その既存部分はすでに整地によっ

て埋没しており、そのために蛇行か生じたのであろう。

なお、暗渠発掘部分の北端付近の東側に径70cm~80cmほどの範囲に 2cm~ 5 cm大の石を敷き

詰めた SX 2321が認められた。しかし、ただ石を敷くのみで、その上・ 下には何らの施設をも

伴なわず、性格を明らかにすることはできなかった。

不明遺構

S X 2310• S X 2315 S X 2310は発掘区の西端付近で検出された礫群で、遺構配置図に一点

鎖線でその範囲を示している。発掘区内の地山には礫を含まないが、この部分には礫の散布が

顕著であった。そのため一部を掘り下げたところ、地山を約20cmはど掘り下げ、その後に礫と

黄色粘土を詰めて固めていることが知られた。この SX 2310の約1.5m東で南北方向に瓦の散布

S X 2315が認められた。一44.874.50mラインを境にその西側には散布がみられず、東側にもそ

れほど拡がっていない。この瓦の散布と SX 2310とが関連するとすれば、ここに道路とそれに

付属する瓦を用いる施設の存在が予想される。このラインが政庁西面回廊・築地の延長上にほ

ぼ一致している点も注目される。しかし発掘区内ではこれ以上にはその性格を確認することは

できなかった。

出土遺物

今回の調査では土器、陶磁器、瓦類、金属製品（小銅鈴）などが出土したが、全体に遺物の

出土量は少量である。

5 82300出土土器（第59図、図版59)

S B2300のいくつかの柱掘形埋土および柱穴から須恵器、土師器が出土した。それらの中で

器形の明らかな例を図示している。
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須恵器

蓋 (1、2) 1はつまみを有する杯蓋で、約半分が遺存している。天井部をヘラ削りし、
全体をヨコナデで調整している。下縁外端部をつまみ出しているが、その断面は丸味をもってい
る。口径14.0cm、器高1.9cmをはかる。柱穴からの出土。 2も同様の調整でつくられた杯蓋の小
片で、口径18cmほどに復原される。外縁下端部は大きく垂下している。つまみの有無は不明。
天井部内面は平滑になっており、部分的に墨が付着していることから、硯への転用をうかがわ

せる。掘形埋土からの出土。

杯 (3-6) 4-6は低い高台を有する杯で、残りは比較的良く、 6は完形に近い。 4-
6 はそれぞれ口径13.3cm·14.8cm·14.9cm 、高台径9.6cm• 11.0cm・ll .3cm、器高3.4cm・4. 2cm・ 
4.2cmをはかる。 4・6の高台はヘラ切り離しされた底部の外端付近に付けられ、 5はやや内側
につけられる。 4-6ともに体部は内弯気味に丸味をもって立ち上がらせ端部を若千外反させ
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るか、器高は口径にくらべやや低い。いずれも掘形埋土出土。 3は高台径16.3cmをはかる大形

の杯の底部で、底部のみは完存するか、体部を欠く。掘形柱穴内に裾えるようにして置かれて

いた。底部の内外面ともにていねいにヘラ削りされている。内面はかなり平滑になっている。

土師器

高杯 (7) 口径約22.2cmに復原される高杯杯部の小片で、赤茶色を呈する。内外面ともに

器表の剥離が著るしいが、ヘラミガキを施していることがうかかえる。掘形埋土からの出土。

S K2309出土土器（第59図、図版59)

須恵器

杯 (11) 底部外端のやや内側に低い高台をつく杯で、直線的に立ち上がる体部の端部をわ

ずかに外反させている。底部と体部の境は器表の摩粍のため丸味をもっているか、本米は明瞭

な稜をなす。全体の％を残している。口径13.2cm、高台径9.1cm、器高4.0cmをはかる。

S K2323出土土器（第59図、図版59)

須恵器

皿 (8) 分厚くつくられた平底の底部に、ほぼ直立し端部を丸くおさめた体部がつく。体

部下位を鋭く斜めに切り、屈曲をつけている。したがって底部と体部の境、体部下位に鋭い稜

がみられる。外底、体部外面はていねいなヘラ削りで仕上げられている。内面は摩れのためき

わめて平滑になっている。内面および体部の一部を欠くがその破損面に赤色顔料か付着してお

り、それを摩り潰すためにその摩り lillとして用いられたのであろう。口径10.2cm、底径6.8cm、

器高3.0cm。色調・焼成などからみて須恵器としたが、須恵器にしては器形・手法に異質のもの

があり、他に類例を求めるべきかもしれない。

蓋 (9) 口径19.9cmに復原される大形の杯蓋の小片で、断面三角形状の外縁下端部はかす

かに外に引き出されている。天井部内面はヨコナデ調整か消えるほどに平滑になっており、墨の

付着から硯への転用かうかかえる。

鉢 (lo) 平底の鉢で、口径27.2cm、器高8.7cmほどに復原される。体部は底部からわずかに

内弯気味に立ち上かるか、その境は明瞭でない。焼成が軟質のため内外面ともに器表の荒れか

著しく調整の観察を困難にしているが、底部から体部の下位にかけてのヘラ削りがわずかにう

かがえる。

S X2318出土土器（第60図、図版59)

S X2318は発掘区内東側の南北に位憧した谷筋で、 SB2300の建築にともなって事前に整地

されている。 SB2300の保存のため発掘は一部にとどまり、また土器の出土量も少ないが、 S

B2300の上限を決定しているので小片をも図示している。 1-6は上層、 7-9は下層からの

出土である。

須恵器
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第60図 SX2318出土土器実測図

琲 (1・7) 1は無頸埒（壺）で、今回の調査では唯一の完形品である。口径3.7cm、胴部
最大径10.0cm、底径4.6cm、器高7.9cmをはかる。外表の調整は比較的雑で、体部中位の屈曲部
から上はていねいにカキ目調整を施しているが、下半は簡単にヘラ削りするのみである。胴部
上半にはカキ目の上から縦方向の線 5条がヘラで刻まれている。全体に器壁が分厚く、ズッシ
リとした重要感がある。 7は短頸地（壺）で、胴部上半の％ほどを残すが、胴下半を欠いてい
る。扁球形で最大幅9.0cm近く復原される胴部に、わずかに外反しつつ短かくのぴる口縁部が内
傾してつけられている。口径3.2cm。器表の残りは良くないが肩部に 2-3条の凹線がめぐらさ

れている。

蓋 (2-4) 2は口縁部を欠くため器形および法量を明らかにしえない。天井部外面はカ
キ目調整が施され、内面（つまみ付着裏面）にはタタキ痕が残っている。高杯の蓋である。 3
は口径13.8cm、器高0.8cm、4は口径16.8cm、器高2.3cm前後に復原されるが、いずれも小片で

ある。 3の天井部内面は摩れによって平滑化しており、硯への転用がうかがえる。
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杯 (5) ヘラ切り離しされた底部の外端に低いか、しっかりとした高台が付き、そこから

立ち上がる直線状の体部が端部近くでわずかに外反している。これもまた小片である。口径11.1

cm、高台径8.2cm、器高3.7cmに復原される。

鉢 (6) 口径27.8cmに復原される大形の鉢の小破片で、底部を欠く。外面には正格子のタ

タキが施されるが、口緑近くにはヨコナデ調整がみられる。内面にも一部にタタキかみられる

か、櫛目で消している。

甕 (8) 口径が47.7cm程に復原される大甕の小片で、短かく外反する口縁部は外面に幅1.7 

cmほどの薄い凸帯を貼付して肥厚させている。口縁部は内外ともにていねいなヨコナデの調整か

みられる。胴部には内外ともにタタキがみられるか、外面のそれはほとんどナデで消されてい

る。

土師器

甕 (9) 甕の口縁部の％ほどの破片で、口径は19.9cmに復原される。器表の残りが良くな

く、調整は不明瞭であるか、口縁から口頚部の外面はヨコナデ調整され、胴部は櫛状施文具を

連続的に押しつけタタキ風に仕上げている。胎土に大粒の砂を含む。口縁部外側には部分的に

1条の細い沈線かうかかえる。口縁部の特徴などに須恵器を思わせるものかあり、

恵器の生焼けである疑いもあるが、胎土や焼成は土師器そのものである。

あるいは須

S X2320出土土器（第61図、図版59)

須恵器

蓋 (1・2) いずれも口縁部内側に返りを有する

杯蓋の小破片である。 1は口径14.0cmに復原され、薄

手の器壁をヨコナデ調整している。 2は口径14.8cmに復

原され、返りか口縁端部よりも下に突き出している。

いずれも灰黒色を呈し、堅緻に焼成されている。

椀 (3) 口径10.8cm、器高4.4cm をはかる。椀の½

ほどの破片である。丸味の強い底部から緩やかに内弯

三＝
~~ 

1r 
第61図 SX2320出土土器実測図

する体部が立ち上がるために、全体に丸味をもった器形となっている。体部外面の中位に 5mm 

幅の凹線をめぐらしている。外底はヘラ削りされ、刻まれたヘラ記号の一部が残っている。

瓦類（第62-64図、図版60)

この調査で出土した瓦類は丸、平瓦のほか軒丸瓦49点、軒平瓦22点および道具瓦として鬼瓦、

炭斗瓦、面戸瓦がある。

まず軒丸瓦は 4型式に分類できるが、第62図ー 1の鴻櫨舘式が26点あり圧倒的に多い。他は

老司 II式と第62図ー2、3の老司式系統のものである。 2は瓦当経18.5cmで、内区は複弁八弁

蓮華文で隧線に囲こまれた大きな中房に 1+ 6 +12の連子を配する。連弁は比較的幅が広く、
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第62図軒丸瓦拓影実測図

子葉の盛上りが大きい。外区は

内縁に38個の珠文を、外縁には

やや縦長の凸鋸歯文30個を配す

る。瓦当面文様は老司 I、II式

に比較して、やや粗雑な感じを

受ける。瓦当裏面はナデによっ

て丁寧に仕上げられている。ま

た裏面下半部は周縁に沿って一

段高くなっている。胎土は比較

的砂粒が少く、灰白色を呈し、

焼成はやや軟質である。 3は2

と同大で瓦当径は18.5cmである。

瓦当面文様は 2と類似している

が、細部において若干異ってい

る。内区は複弁八弁連華文で中

房の蓮子は 1+ 6 +10で2より

も最外側で2個減じている。蓮

弁は幅の広さに対して長さが短

く、したがって子葉が円形に近

くなっている。外区は内縁に珠

文36個を配し、外縁には正三角

形に近い凸鋸歯文33個を配して

いる。瓦当裏面はヘラナデによ

って調整を行っている。胎土は

精良で灰白色を呈し焼成は軟質

である。

軒平瓦は 3型式に分類でき第

63図に示した鴻臆舘式(1)が9点、

老司 II式(2)か11点であり圧倒

的に多い。この両者は後に述べるように発掘区東半部で検出された SB2300の柱穴および掘形

からも検出されており、 SB2300の時期決定の有力な資料である。

道具瓦のうち鬼瓦は小片で左側下端の珠文帯の部分である。炭斗瓦は 2点あるか、いずれも

平瓦を三分割して作ったもので、凸面は織叩き目であるが縦位と斜位のものとに分れる。凹面は
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第63図軒平瓦拓影実測図

いずれも布目を残したままで調整は行っていない。

側面はヘラケズリによっているが第64図に示した

ものは表裏とも面取りを行っている。面戸瓦はい

わゆる蟹面戸瓦で凸面は丁寧な横位のナデを施し、

凹面は布目痕を残す。丸瓦の左右を焼成後に小刻

みに打ち矢いて作ったものである。

さて先きに述べたように SB2300の柱穴および

ヽ

↑ , I I I I I伸`

掘形からは比較的多量の軒先瓦が出土している。 第64図炭斗瓦拓影実測図

これらの遺構から出土した軒先瓦は老司式と鴻腿舘式の 2型式のみである。まず老司式は第62

図ー 3に示した老司系軒丸瓦 1点と II式軒平瓦3点があり、鴻臆舘式は軒丸瓦6点、軒平瓦4

点がある。その検出状況については若干の厳密性に欠ける面はあるが、老司式が柱掘形から出

土しているのに対し、鴻櫨舘式は柱穴から出土している。特に建物の北側妻の中央の柱穴から

は瓦当部の完全な鴻腫舘式軒丸瓦 3点が投げ込まれた状態で検出された。このような出土状況

からみると老司 II式は鴻櫨舘式に先行するものであることは明らかであり、また老司 II式軒先

瓦の瓦当文様が藤原官出土の軒先瓦ときわめて類似していることと共に老司 II式は八世紀初頭

頃に位置づけることが可能であり、したがって SB2300の建物の時期も限定されてくる。

小結

今回の調査での成果に政庁前面における整地の実態の確認がある。

政庁第 1期当時、発掘区には浅い二本の谷筋 (SX 2318・S X 2319)が存在していたことが、

地山面の検出から知られた。これらの谷筋は人為的に埋立てられているが、その造成が一気の

作業であることは、西側の谷筋 SX2319の谷部につくられた暗渠施設SX2320の存在およぴそ
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の整地の工程から明らかになった。造成時期については SX 2319、SX2320出土土器から決定

されるが、小片が多く万全を期し難い。しかしその少数の出土土器（須恵器）の特徴はおおむ

ね政庁第 I期のそれであった。いっぽう造成直後に建てられた掘立柱建物SB2300の柱掘形か

らも遺物が出土している。第59図 1-7に示した 7点の土器のうち柱穴出土の 1・3を除いた

5点は掘形埋土からの出土であった。ことに残りのよい 4-6の3点の須恵器高台杯は低い器

高と直線化しきらない体部に第 I期の特徴を示している。掘形からは瓦も出土しているが、完

璧に分類されたわけではないけれども、掘形埋土からは老司 II式、柱穴（抜き跡）からは鴻櫨

舘式が出土し、老司 II式の先行を示していた。ともあれ老司 II式・鴻腫舘式瓦は第II期政庁の

甍を飾っていたことが知られている。そうであれば、掘形埋土と柱抜き跡の二様の土器・瓦か

らの出土の在り方から、 SB2300は政庁第II期の開始期に併行して建設され、短かい存続期間

の後にその生命を終えたことが理解される。したがって、整地のための造成は第 I期でもその

最終段階に行なわれたであろうと判断される。

調査終了後、発掘区の約50m北方で県道側溝の改修工事が行なわれた。この工事個所におい

ても整地層が確認され、整地か少なくともこの地点から始まることが確認された。こうして知

られた整地の規模の大きさからみて、その目的が政庁前面での庁域の拡充にあったことは明ら

かである。直接的には政庁前面の整地は広場の造成を目的としたのであろうが、その完成後直

ちに 1棟の南北棟建物SB2300が建設されている。 SB2300は四面廂の掘立柱建物で、その北

側妻は政庁南門心から約129.5m、東側柱列は推定政庁中軸線から西に18.5m~19.5mのところ

にある。したがって、現在知られている大宰府庁域を構成する官術建物中もっとも南側に位置す

る建物であり、六条のラインを大きく越える建物のはじめての検出例となった。

問題となるのは、広場に 1棟のみ建てられた SB2300の性格である。中軸線から約19mのと

ころに位置することは、まだ未確認の朱雀大路（その起点はさらに南になろうが）と何らかの

関連を有する可能性が考えられる。これについては中軸線の対象の位置に同様の建物の存在が

期待された。ところが、偶々調査中に対称の地点の地下げが行なわれ立会ったが、建物を含め

いっさいの遺構か存在しなかった。

S B2300の中軸線の対称の位謹に建物が所在しない事実は、この建物の規模からして、それが西面す

る官街ブロックの正殿である可能性をうかがわせた。しかし発掘区内には他にまったく建物が

存在しなかった。したがって SB2300が孤立した建物であることは確実である。小屋的な建物S

B2305がSB2300に付属するものであれば、 SB2300が西面する建物である一つの傍証となる。

こうしてみると、 SB2300はやはり中軸線（それは朱雀大路・朱雀門と関連するであろう）

を意識した性格、すなわち朝集堂的な性格を有していた可能性が高いように考えられる。

ともあれ、この位置に建物が所在することは広場の南への拡がりがこの付近であること、つ

まり政庁域の南限がこの建物の南近くにくることが予測される。ところで昭和56年度の第76次
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調査で検出された東西溝SD2015は政庁域の南を限る有力な施設と考えられている。この SD

2015は政庁南門心から南約196mにある。したかって SB2300とはその南側妻から42mほどの間

隔をもつことになる。つまり先の推定からすれば間隔が大きすぎるようである。 SD2015が正

しく南限の溝であれば、 SB2300の南にもう一棟同規模の建物の存在を仮定するのか、あるい

はSD2015が束へ向かうにしたがって鍵手状に屈曲するのか、であろう。もっとも SB2300の

存続期間の短かさからすれば、その位置の不適切から早い時期に解体された可能性が生じ、 S

D2015とは矛盾しなくなる。いずれにせよ、政庁前面における整地層の南への拡がりの確認(S

B2300の南は崖状をなし確認が不可能であるか、暗渠の施設SX2320の南への延長の確認をも

って代用するのも一つの方法である）は、今後に残された課題といえよう。
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別表



番 号 挿図番号 口径(cm) 底径(cm) 器高(cm)
切 り 離 し 内底部の 板状圧痕

ヘ ラ 糸 ナデの有無 の有無

第78次調査

5 D2115(青灰色土）

土師器杯b

1 3 11.6 5.4 3.0 

゜土師器釜

1 6 13.4 (18. 2) 

土師器鍋

1 7 37.6 (15 .4) 
502115 

土師器杯 a

1 1 12.7 9.0 2.8 

゜ ゜ ゜2 2 12.6 9.0 3.1 

゜ ゜ ゜皿 c

1 4 7.2 5.2 1.6 

゜ ゜2 5 7.2 5.1 1.6 

゜ ゜ ゜SD 2145 

土師器皿 a

1 1 7.3 5.6 1.2 

゜ ゜2 2 7.5 6.0 1.2 

゜ ゜ ゜3 3 7.8 6.0 1.3 

゜ ゜ ゜4 4 7.9 5.7 1.2 

゜ ゜5 5 8.0 6.1 1.2 

゜ ゜ ゜6 6 8.1 6.1 1.2 

゜ ゜皿 b

1 10 6.0 4.8 1.4 

゜ ゜2 11 6.1 4.6 1.4 

゜ ゜3 12 6.2 4.3 1.4 

゜ ゜4 13 6.5 4.4 1.8 

゜ ゜ ゜5 14 6.8 4.6 1.4 

゜ ゜ ゜6 15 6.8 4.7 1.6 

゜ ゜ ゜7 16 6.8 4.6 1.8 

゜ ゜ ゜8 17 6.9 5.0 1.6 

゜ ゜ ゜， 18 7.0 4.7 1. 5 

゜ ゜10 19 7.0 4.9 1.6 

゜ ゜ ゜11 20 7.0 5.0 1.6 

゜ ゜ ゜12 21 7.0 4.7 1. 7 

゜ ゜ ゜13 22 7.0 5.1 I. 7 

゜ ゜ ゜14 23 7 .1 4.9 1.8 

゜ ゜ ゜15 24 7.2 4.5 1. 7 

゜ ゜ ゜16 25 7.2 4.9 1. 7 

゜ ゜ ゜17 26 7.2 5.1 1. 7 

゜ ゜ ゜18 27 7.2 5.0 1.8 

゜ ゜ ゜19 28 7.2 4.6 1.9 

゜ ゜ ゜20 29 7.2 4.8 1.9 

゜ ゜ ゜21 30 7.5 5.6 1.6 

゜ ゜ ゜22 31 7.6 5.7 1. 5 

゜ ゜
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番 号 挿図番号 ロ径(cm) 底径(cm) 器高(cm)
切 り 離 し 内底部の 板状圧痕

ヘ ラ 糸 ナデの有無 の有無

23 32 7.6 5.6 1. 9 

゜ ゜ ゜皿 c

1 7 7.3 5.4 2.2 

゜ ゜
(0) 

2 8 8.0 5.0 2.3 

゜ ゜3 ， 8.3 6.0 2.0 

゜ ゜皿

1 33 11. 9 10.5 1.4 

゜ ゜杯 a・b

1 34 11.6 8.0 3.0 

゜ ゜゜2 35 11.8 7.7 2.9 

゜3 36 11.8 7.3 3.1 

゜゜ ゜4 37 12.0 8.3 2.8 

゜ ゜゜5 38 12.1 7.5 2.8 

゜ ゜6 39 12.1 8.1 2.8 

゜ ゜7 40 12.1 7.8 2.9 

゜ ゜8 41 12.2 8.6 3.2 

゜ ゜ ゜， 42 12.3 8.0 2.8 

゜ ゜ ゜10 43 12.5 8.1 2.9 

゜ ゜゜杯

1 44 15.0 9.7 3.7 

゜ ゜ ゜SE2110 
土師器皿 b

1 1 6.6 4.5 1.8 

゜゜皿 c

1 3 9.2 2.2 

゜皿 d

1 2 8.4 5.3 2.2 

゜ ゜杯 a・b

'1 4 12.0 7.8 2.9 

゜ ゜2 5 12.1 8.2 2.7 

゜ ゜ ゜3 6 12.8 8.0 2.9 

゜ ゜4 7 13.6 10.2 2.7 

゜ ゜゜5 8 13.9 10.0 2.8 

゜ ゜ ゜6 ， 14.0 10.2 2.5 

゜ ゜ ゜杯 b

1 10 15.2 9.5 3.8 

゜ ゜ ゜S K2159 
土師器皿 b

1 1 6.2 4.0 1. 5 

゜
(0) 

゜2 2 6.7 4.3 1.5 

゜3 3 6.8 4.5 1. 7 

゜ ゜゜杯 a

1 6 12.4 8.2 2.7 

゜
(0) 

゜杯 b

1 4 11.6 7.0 2.7 

゜2 5 11.6 6.7 2.8 

゜
（ ） 不明

3 7 12.6 7.6 2.9 

゜ ゜゜
-2-



番 号 挿図番号 ロ径(cm) 底径(cm) 器高(cm)
切 り 離 し 内底部の 板状圧痕

ヘ ラ 糸 ナデの有無 の有無

4 8 12.7 7.7 2.4 

゜S G 2130 (腐植土層）

土師器皿 a

1 1 7.7 5.8 1.2 

゜ ゜゜2 2 7.8 5.4 1.2 

゜ ゜゜3 3 7.9 5.8 1.3 

゜ ゜゜4 4 8 .1 6.3 1.3 

゜ ゜゜5 5 8 .1 6.5 1.0 

゜ ゜ ゜6 6 8.5 5.6 1.4 

゜ ゜ ゜皿 b

1 7 6.4 3.9 I. 7 

゜ ゜ ゜2 8 6.5 5.1 1. 7 

゜ ゜ ゜3 ， 6.6 4.1 1.6 

゜ ゜ ゜4 10 6.6 5.3 1.8 

゜ ゜゜5 11 6.9 4.9 1.5 

゜ ゜6 12 6.9 4.6 1.9 

゜ ゜゜7 13 7.0 5.2 1.5 

゜ ゜ ゜8 14 7.0 4.7 1. 7 

゜ ゜， 15 7.4 5.4 2.0 

゜ ゜゜10 16 7.4 5.3 1. 7 

゜ ゜゜11 17 7.5 4.9 1.8 

゜ ゜12 18 7.6 5.2 2 .1 

゜ ゜13 19 8.3 5.3 1.8 

゜ ゜゜14 20 7.9 4.7 2.1 

゜ ゜゜15 21 7.6 5.4 2.1 

゜ ゜゜16 22 6.7 3.7 1.9 

゜17 2・3 6.9 3.9 2.1 

゜ ゜ ゜18 24 7.0 3.5 1.6 

゜皿 d

1 25 8.5 5.1 2.7 

゜ ゜゜杯

1 26 16.3 11.2 3.6 

゜ ゜゜杯 a・b

1 27 12.4 7.8 2.7 

゜ ゜゜2 28 12.5 7.8 2.9 

゜ ゜゜3 29 12.5 8.4 2.8 

゜ ゜゜4 30 12.8 8.8 2.7 

゜5 31 12.9 8.2 2.9 

゜ ゜゜6 32 12.9 8.2 2.9 

゜ ゜゜7 33 13.1 8.7 2.6 

゜ ゜゜8 34 13.1 8.8 2.7 

゜ ゜ ゜， 35 13.2 8.4 2.8 

゜ ゜゜10 36 13.5 8.3 3.0 

゜ ゜゜11 37 13.5 8.0 3.4 

゜ ゜゜12 38 13.7 8.9 3.1 

゜ ゜゜13 39 13.8 8.1 2.9 

゜ ゜゜14 40 13.8 7.2 2.8 

゜ ゜゜
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番 号 挿図番号 口径(cm) 底径(cm) 器高(cm)
切 り 離 し 内底部の 板状圧痕

ヘ ラ 糸 ナデの有無 の有無

15 41 13.8 9.2 3.4 

゜ ゜ ゜16 42 14.0 7.8 3.0 

゜ ゜ ゜17 43 12.1 6.5 2.8 

゜ ゜ ゜18 44 12.1 6.7 2.7 

゜ ゜19 45 12.2 7.0 3.1 

゜ ゜ ゜20 46 12.3 4.9 3.0 

゜21 47 13.1 4.2 4.0 

゜土師器鍋

1 57 25.2 (12. 9) 

土 師 器 鉢

1 58 30.8 15.6 11.2 

瓦質土器鉢

1 59 45.2 (11.6) 

S G 2130 (暗灰色砂質土）

土 師器皿 b

1 48 6.0 3.8 1.1 

゜2 49 6.6 4.3 1. 7 

゜ ゜ ゜皿 d

1 50 8.7 6.0 2.6 

゜ ゜ ゜杯 b

1 51 12.3 5.7 3.3 

゜5 G 2130 (黒灰色土）

土 師器皿 b

1 52 7 .1 4.9 2.0 

゜ ゜ ゜2 53 7.4 4.9 1.6 

゜ ゜ ゜3 54 6.0 3.3 1.3 

゜4 55 6.6 3.2 1.6 

゜杯 b

1 56 11.4 5.1 2.5 

゜土師器鉢

1 60 26 13 8.9 
土師器鍋

1 61 36 17.5 

瓦質土器釜

1 62 14 (33) 

瓦質土器鉢

1 63 35.2 (31. 6) (11.1) 

S G2130 (黄茶色土）

瓦質土器釜

1 64 15.6 (16. 9) 

5 X 2127 

土師器杯 a

1 1 12.6 8.6 2.7 

゜ ゜ ゜2 2 12.7 8.2 2.6 

゜ ゜ ゜3 3 12.7 9.0 2.8 

゜ ゜ ゜4 4 12.7 8.3 2.7 

゜ ゜ ゜5 5 12.8 8.5 2.7 

゜ ゜ ゜
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番 号 挿図番号 ロ径(cm) 底径(cm) 器高(cm)
切 り 離 し 内底部の 板状圧痕

ヘ ラ 糸 ナデの有無 の有無

6 6 13.2 8.8 2.8 

゜ ゜ ゜7 7 13.5 9.0 2.9 

゜ ゜ ゜8 8 14.0 9.2 2.7 

゜ ゜ ゜杯

1 ， 16.1 11.0 3.9 

゜ ゜ ゜2 10 16.4 11.6 3.9 

゜ ゜ ゜3 11 16.8 11.5 3.4 

゜ ゜ ゜S X 2139 
土 師器皿 a

1 1 7.7 5.8 1.4 

゜ ゜ ゜2 2 7.9 5.5 1.1 

゜ ゜3 3 8.4 6.3 1.5 

゜ ゜ ゜皿 b

1 4 7.1 4.9 1.8 

゜ ゜ ゜2 5 7.1 4.8 1.8 

゜ ゜ ゜3 6 7.2 4.5 1.9 

゜ ゜4 7 7.4 4.6 1. 7 

゜ ゜ ゜5 8 7.9 5.7 1.8 

゜ ゜.IIIl d 

1 ， 8.9 5.2 2.5 

゜ ゜杯 a・b

1 10 12.0 8.0 3.1 

゜ ゜2 11 12.2 8.3 2.9 

゜ ゜ ゜3 12 12.2 8.1 3.0 

゜ ゜4 13 12.4 7.4 3.0 

゜ ゜ ゜5 14 12.4 8.1 3.0 

゜ ゜ ゜杯

1 15 19.0 12.6 3.9 

゜ ゜黒灰色土下層

土師器皿 a

1 1 7.3 5.8 1.2 

゜ ゜ ゜2 2 7.4 5.3 1.3 

゜ ゜3 3 7.5 5.5 1.4 

゜ ゜ ゜4 4 7.6 5.9 1.2 

゜ ゜ ゜5 5 7.6 5.7 1.4 

゜ ゜ ゜6 6 7.7 5.7 1.3 

゜ ゜ ゜7 7 7.8 5.7 1.2 

゜ ゜ ゜8 8 8.0 6.0 I.I 

゜ ゜ ゜， ， 8.0 6 .1 1.2 

゜ ゜ ゜10 10 8.1 6.0 1.3 

゜ ゜ ゜11 11 8.3 6.0 1.3 

゜ ゜ ゜12 12 8.7 6.8 1.5 

゜ ゜ ゜皿 b
1 13 6.0 4.1 1.5 

゜ ゜ ゜2 14 6.0 3.6 1.6 

゜ ゜3 15 6.1 3.9 1.8 

゜ ゜ ゜4 16 6.2 4.4 1.3 

゜
不明 X 
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番 万ロ 挿図番号 ロ径(cm) 底径(cm) 器高(cm)
切 り 離 し 内底部の 板状圧痕

ヘ ラ 糸 ナデの有無 の有無

5 17 6.2 4.5 1.4 

゜ ゜ ゜6 18 6.2 4.6 1.4 

゜ ゜ ゜7 19 6.2 3.9 1.5 

゜ ゜ ゜8 20 6.3 4.5 1.3 

゜
不明 不明， 21 6.3 4.6 1.4 

゜ ゜ ゜10 22 6.3 4.4 1.4 

゜ ゜ ゜11 23 6.3 4.8 1.9 

゜ ゜12 24 6.4 4.7 1. 5 

゜ ゜ ゜13 25 6.5 4.9 1.4 

゜ ゜ ゜14 26 6.4 4.9 1.5 

゜ ゜ ゜15 27 6.4 5.1 1.6 

゜ ゜ ゜16 28 6.4 4.2 1.6 

゜ ゜ ゜17 29 6.4 4.7 1. 7 

゜ ゜ ゜18 30 6.4 5.1 1. 7 

゜ ゜ ゜19 31 6.4 5.1 2.0 

゜ ゜ ゜20 32 6.5 4.7 1.4 

゜ ゜21 33 6.5 4.5 1.6 

゜ ゜ ゜22 34 6.5 4.6 1.6 

゜ ゜23 35 6.6 4.8 1.4 

゜ ゜
X 

24 36 6.6 4.7 1.4 

゜ ゜ ゜25 37 6.6 4.7 1.4 

゜ ゜26 38 6.6 4.8 1.8 

゜ ゜ ゜27 39 6.7 4.5 1.3 

゜ ゜ ゜28 40 6.7 4.8 1.3 

゜ ゜ ゜29 41 6.7 4.8 1.4 

゜ ゜
不明

30 42 6.7 5.3 1.4 

゜ ゜ ゜31 43 6.7 4.8 1.5 

゜ ゜ ゜32 44 6.7 4.8 1.5 

゜ ゜ ゜33 45 6.7 4.5 1.6 

゜ ゜
X 

34 46 6.7 4.6 1.6 

゜ ゜
X 

35 47 6.7 5.1 1.6 

゜ ゜ ゜36 48 6.7 4.4 1. 7 

゜ ゜ ゜37 49 6.7 4.4 1.8 

゜ ゜ ゜38 50 6.8 5.6 1.6 

゜ ゜ ゜39 51 6.8 4.8 1.6 

゜ ゜ ゜40 52 6.8 5.0 1.6 

゜ ゜ ゜41 53 6.8 5.2 1.6 

゜
（ ） X 

42 54 6.8 4.7 1. 7 

゜ ゜ ゜43 55 6.8 4.8 1. 7 

゜ ゜ ゜44 56 6.8 5.0 I. 7 

゜ ゜ ゜45 57 6.8 4.8 1.8 

゜ ゜ ゜46 58 6.8 4.4 1.9 

゜ ゜ ゜47 59 6.9 4.9 1.4 

゜ ゜ ゜48 60 6.9 4.8 1.4 

゜ ゜ ゜49 61 6.9 5.0 1.5 

゜ ゜
X 

50 62 6.9 4.8 1. 7 

゜ ゜ ゜51 63 6.9 5.0 1.8 

゜ ゜ ゜
-6-



番 号 挿図番号 ロ径(cm) 底径(cm) 器高(cm)
切 り 離 し 内底部の 板状圧痕

ヘ ラ 糸 ナデの有無 の有無

52 64 6.9 5.0 2.0 

゜゜ ゜53 65 7.0 4.4 1. 7 

゜゜54 66 7.0 5.1 1. 7 

゜゜ ゜55 67 7.0 4.5 1.8 

゜゜ ゜56 68 7.0 4.7 1.9 

゜
（ ） 

57 69 7.1 4.9 1. 5 

゜゜58 70 7.1 5.1 1.5 

゜゜
不明

59 71 7 .1 5.2 1.5 

゜
不明 不明

60 72 7.1 5.1 1.8 

゜゜ ゜61 73 7.1 5.3 1.8 

゜゜ ゜62 74 7.1 4.7 1.9 

゜
（ ） 不明

63 75 7.1 4.8 1. 9 

゜゜ ゜64 76 7.2 4.8 1.2 

゜゜
X 

65 77 7.2 4.8 1.8 

゜
（ ） 

66 78 7.2 4.9 1.8 

゜゜ ゜67 79 7.2 4.6 1.9 

゜゜ ゜68 80 7.2 4.5 1.9 

゜゜ ゜69 81 7.2 5.3 1. 9 

゜゜ ゜70 82 7.2 5.4 1.9 

゜゜ ゜71 83 7.3 5.0 1.5 

゜
不明 X 

72 84 7.3 5.2 1.6 

゜゜ ゜73 85 7.4 5.4 1.5 

゜
（ ） 

74 86 7.4 5.0 1.8 

゜゜ ゜75 87 7.4 5.0 2.2 

゜゜ ゜76 88 7.8 4.8 1.9 

゜゜ ゜77 89 8.1 6.3 1.6 

゜゜皿c

1 90 7.4 6.4 2.5 

゜゜2 91 7.8 4.7 2.4 

゜3 92 7.8 6.6 2.2 

゜4 93 7.9 5.8 2.1 

゜5 94 8.2 6.3 1.8 

゜6 95 8.2 6.2 2.0 

゜7 96 8.2 6.6 2.4 

゜8 97 8.3 6.4 2.5 

゜， 98 8.4 6.1 2.8 

゜杯 a・b

1 99 11.4 7.1 2.8 

゜゜2 100 11.5 8.0 2.9 

゜゜ ゜3 101 11.6 6.5 2.7 

゜゜ ゜4 102 11.6 7.2 2.7 

゜゜ ゜5 103 11. 7 7.1 2.6 

゜゜ ゜6 104 11.8 7.5 2.7 

゜゜ ゜7 105 11.8 7.3 3.0 

゜゜ ゜8 106 11. 9 7.1 2.7 

゜゜， 107 11. 9 7.7 2.9 

゜゜ ゜IO 108 12.0 7.6 2.5 

゜゜ ゜
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番 号 挿図番号 口径(cm) 底径(cm) 器高(cm)
切 り 離 し 内底部の 板状圧痕

ヘ ラ 糸 ナデの有無 の有無

11 109 12.0 7.0 2.5 

゜ ゜ ゜12 110 12.0 7.1 2.7 

゜ ゜
X 

13 111 12.0 7.4 2.7 

゜
不明

14 112 12.0 7.7 2.7 

゜ ゜ ゜15 113 12.0 8.8 2.8 

゜ ゜
X 

16 114 12.1 8.6 2.5 

゜ ゜ ゜17 115 12.1 8.0 2.7 

゜ ゜
X 

18 116 12.1 7.0 2.8 

゜
不明

19 117 12.1 7.0 2.7 

゜
（ ） 

20 118 12.1 8.4 2.7 

゜ ゜ ゜21 119 12.1 8.0 2.7 

゜ ゜ ゜22 120 12.1 8.0 3.0 

゜ ゜
X 

23 121 12.2 7.7 2.7 

゜ ゜ ゜24 122 12.2 7.7 2.7 

゜ ゜ ゜25 123 12.2 8.3 2.8 

゜ ゜ ゜26 124 12.2 8.6 2.8 

゜ ゜ ゜27 125 12.2 7.6 3.0 

゜ ゜ ゜28 126 12.3 7.5 2.8 

゜ ゜ ゜29 127 12.3 8 2.8 

゜ ゜ ゜30 128 12.3 8.1 2.8 

゜ ゜ ゜31 129 12.3 7.8 2.9 

゜ ゜ ゜32 130 12.3 8.5 2.9 

゜33 131 12.3 8.5 2.9 

゜ ゜ ゜34 132 12.4 8.1 2.7 

゜
（ ） 

35 133 12.4 8.2 2.7 

゜ ゜ ゜36 134 12.4 7.6 2.9 

゜ ゜
o・ 

37 135 12.4 7.3 3.0 

゜ ゜ ゜38 136 12.4 8.1 3.0 

゜ ゜39 137 12.4 8.2 3.0 

゜ ゜ ゜40 138 12.4 8.0 3.1 

゜
不明 不明

41 139 12.5 8.4 2.7 

゜ ゜42 140 12.5 8.5 2.9 

゜ ゜ ゜43 141 12.5 8.2 3.1 

゜ ゜ ゜44 142 12.6 8.7 2.7 

゜ ゜ ゜45 143 12.6 8.6 2.9 

゜ ゜ ゜46 144 12.6 8.6 2.9 

゜ ゜ ゜47 145 12.6 7.7 3.2 

゜ ゜ ゜48 146 12.7 8.4 2.6 

゜ ゜ ゜49 147 12.7 7.6 3.1 

゜ ゜ ゜50 148 12.8 8.5 2.8 

゜ ゜ ゜51 149 12.9 7.8 2.8 

゜ ゜52 150 12.9 8.9 2.8 

゜ ゜ ゜杯

1 151 16.2 14.0 3.8 

゜ ゜ ゜2 152 17.1 11. 5 3.5 

゜ ゜下層腐植土層

土師器皿a
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番 号 挿図番号 口径(cm) 底径(cm) 器高(cm)
切 り 離 し 内底部の 板状圧痕

ヘ ラ 糸 ナデの有無 の有無

1 1 7.3 6.3 1.0 

゜゜ ゜2 2 8.1 5.4 1.3 

゜゜ ゜3 3 8.4 6.3 1.3 

゜゜ ゜4 4 8.4 6.5 1.3 

゜゜ ゜5 5 8.4 6.8 0.9 

゜゜ ゜6 6 8.5 6.4 1.0 

゜゜7 7 8.6 6.4 1.0 

゜゜ ゜8 8 8.6 6.9 1. 3 

゜゜ ゜， ， 8.7 6.9 1.4 

゜゜ ゜IO 10 9.2 7.2 1.2 

゜゜ ゜杯 a

1 11 12.3 8.7 2.5 

゜゜ ゜2 12 12.4 8.9 2.7 

゜゜ ゜3 13 12.6 8.5 2.4 

゜゜ ゜杯 b

1 14 12.7 8.0 2.7 

゜゜ ゜
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番 号 挿図番号 口径(cm) 底径(cm) 器高(cm) ヘ
切 り 離 し 内底部の 板状圧痕

ラ 糸 ナデの有無 の有無

第80次調査

S 82220 

土師器杯

1 4 15.0 8.4 3.3 
S 82240 

須恵器蓋

1 1 11.6 

゜2 2 13.2 

゜3 3 14.2 

゜5 E2250 

土師器皿a

1 1 10.0 7.0 1.3 

゜ ゜黒色土器 A 
1 2 14.6 

S E2265 
土師器皿a

1 3 9.4 7.4 1.2 

゜ ゜2 4 10.3 7.5 1.3 

゜ ゜ ゜皿 c

1 5 9.4 4.9 1.9 

゜ ゜皿

1 6 14.2 8.6 2.1 

゜5 K2203 

土師器皿a
1 1 10.5 8.2 1.1 

゜
(0) 

2 2 11.1 7.5 1.3 

゜ ゜皿 c

1 3 10.8 6.4 2.3. 

゜ ゜杯

1 4 11.2 7.2 3.2 

゜ ゜ ゜椀

1 5 15.0 7.4 5.1 

゜小壺

1 6 3.6 4.7 6.8 
S K2251 

土師器杯

1 1 10.2 6.3 4.2 

゜ ゜1 2 13.3 8.0 3.7 
S K2252 

土師器杯

1 3 13.7 7.4 3.6 

゜S K2274 

土師器皿

1 5 13.4 8.8 2.6 

゜ ゜ ゜2 6 14.8 8.0 2.0 

゜ ゜ ゜
-10-



番 号 挿図番号 ロ径(cm) 底径(cm) 器高(cm) ヘ
切 り 離 し 内底部 (J) 板状圧痕

ラ 糸 ナデの有無 の有無

土 師 器 杯

1 7 13.0 7.5 4.2 

゜椀

1 8 16.2 7.0 5.5 
S K2279 

須恵器 蓋

1 ， 11.2 2.1 
2 10 (15. 2) 

゜3 11 (14 .8) 2.5 
杯

1 12 14.2 11.0 3.7 

゜ ゜2 13 14.4 11.8 4.2 

゜S X2275 
須 恵 器 蓋

1 1 15.8 2.6 
2 2 16.2 2.6 
3 3 13.0 
4 4 16.5 

5 5 20.2 1. 7 
杯

1 6 13.8 8.1 3.7 

゜ ゜皿

1 7 19.0 15.4 2.2 

゜ ゜土 師 器 蓋

1 8 16.1 2 .1 

2 ， 19.2 3.5 
3 10 18.5 3.8 

杯

1 11 13.6 7.6 3.2 

゜2 12 10.9 6.8 3.0 

゜ ゜3 13 11.0 6.6 4.1 

゜ ゜ ゜4 14 12.3 8.2 4.0 

゜5 15 13.4 8.0 3.4 

゜6 16 13.8 8.1 3.3 

゜7 17 13.8 8.3 3.7 

゜8 18 14.3 8.2 3.4 

゜皿

1 19 13.7 10.5 1.9 

゜2 20 14.8 12.0 2.0 

゜ ゜ ゜3 21 14.9 11.4 2 .1 

゜4 22 15.2 11.4 1.5 

゜5 23 15.3 12.6 1.6 

゜6 24 17.4 13.8 2.1 

゜7 25 18.0 15.4 2.6 

゜ ゜

-11-



番 号 挿図番号 口径(cm) 底径(cm) 器高(cm) ヘ
切 り 離 し 内底部の 板状圧痕

ラ 糸 ナデの有無 の有無

整地層

須恵器蓋

1 1 13.9 

゜ ゜2 2 15.2 2.2 
杯

1 3 13.0 8.0 3.7 

゜2 4 14.2 9.8 4.2 
遺構面上

須恵器蓋

1 1 12.2 2.4 

゜2 2 15.2 2.5 

゜3 3 16.3 2.6 
4 4 18.8 

゜5 5 19.0 2.5 

゜6 6 19.1 

゜7 7 18.0 

゜ ゜杯

1 8 10.4 6.1 4.4 

゜ ゜2 ， 9.2 5.4 5.0 

゜土師器椀

1 10 12.4 7.0 4.5 
皿

1 11 16.8 13.0 2.3 

゜黒色砂質土

土師器皿

1 1 9.8 6.4 1.1 

゜ ゜ ゜2 2 10.0 7.0 1.0 

゜ ゜ ゜3 3 10.2 7.2 1.0 

゜皿 a

1 4 9.2 7.0 1.0 

゜2 5 9.3 6.7 1.6 

゜ ゜゜3 6 9.5 7 .1 1.5 

゜
(0) 

゜4 7 9.7 7.9 1.2 

゜ ゜ ゜5 8 9.8 8.1 1.2 

゜ ゜ ゜6 ， 10.1 7.5 1. 3 

゜ ゜ ゜7 10 10.1 7.8 1.5 

゜ ゜ ゜8 11 10.4 8.3 I.I 

゜ ゜， 12 10.8 7.8 1.0 

゜ ゜10 13 10.9 8.4 1.8 

゜ ゜ ゜11 14 8.9 6.8 2.0 

゜ ゜12 15 9.6 6.9 2 .1 

゜ ゜皿 c

1 16 8.6 4.7 3.2 

゜2 17 10.3 5.7 2.5 

゜3 18 10.5 5.8 2.4 

゜4 19 11.2 7.1 2.5 
5 20 11.6 7.0 2.2 

゜
-12-



番 号 挿図番号 ロ径(cm) 底径(cm) 器高(cm)
切 り 離 し 内底部の 板状圧痕

ヘ ラ 糸 ナデの有無 の有無

灰褐色土

須恵器蓋

1 1 12.5 2.6 

゜2 2 14.2 3.7 
杯

1 3 13.4 10.0 4.4 

゜ ゜椀

1 4 15.0 9.7 8.5 
皿

1 5 17.5 11.8 2.1 

゜土師器杯

1 7 9.2 6.6 4.4 

゜2 8 13.2 8.3 3.7 

゜椀

1 ， 15.0 8.2 5.9 

゜ ゜ ゜皿

1 10 13.3 10.6 1. 5 

゜2 11 13.8 11.1 1.8 

゜3 12 14.2 11. 0 2.3 

゜fill a 

1 13 9.0 6.8 1.2 

゜皿 c

1 14 10.0 5.6 2.0 

゜ ゜2 15 10.9 5.6 2.1 

゜3 16 10.3 6.0 2.9 

゜ ゜丸底の杯

1 17 15.0 3.7 

゜黒色土器 B 
1 18 16.4 6.5 5.5 

-13-
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